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10
　９月３日、府中八幡神社（榎列）で行われた「第30
回南あわじ市少年相撲府中大会」。市内の10小学校か
ら約130人が参加し、熱戦が繰り広げられました。
（17・28ページに関連記事）
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市民主役のまちづくり　
 南あわじ市「100人委員会」委員の募集
　南あわじ市では、市民の多様な意見を市政に積極的に
取り入れ、「市民が主役のまちづくり」
を推進するため、市長から提示され
たテーマについて協議したり、日常
生活での問題解決策などを市長への
まちづくり提案としてまとめたりす
る 100 人委員会の委員を募集しま
す。
◆応募資格　次のすべての条件を満たしている人
　①まちづくりへの参画に意欲と責任を持っている人
　②18歳以上で市内在住または在勤の人
　③市の他の審議会などの委員でない人
◆任期　平成17年 11月～平成19年３月
◆応募方法　便せんなど（様式自由）に、住所、氏名、性別、
　生年月日、電話番号、職業、志望理由（200字程度）
　を明記したものを郵送、FAX または電子メールで企画
　調整課まで送付ください。（書類は返却しません）
◆応募締切　10月 17日（月）必着
◆注意事項　提出書類に虚偽の記載が認められた場合、
　または委員活動の趣旨に著しく合わない言動がある場
　合は、委員就任後であっても委嘱を取り消すことがあ
　ります。
◆申込み　企画調整課　☎50-3032　F50-3052
　〒 656-0592南あわじ市福良甲512
　Eメール：kikaku@city.minamiawaji.hyogo.jp
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部
＝
グ
ッ
ド
リ
バ
ー
・
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・

ジ
ョ
オ
ー
ク
〔
島
田
一
郎
（
市
）〕、
第

２
部
＝
ピ
ッ
ク
ア
ー
フ
ァ
ー
ム
・
ロ
ー

マ
ン
・
プ
ロ
グ
レ
ス
〔
Ｏ
Ｆ
Ｊ
シ
ン
ジ

　
　

南
あ
わ
じ
市
誕
生
記
念
式
典

　

南
あ
わ
じ
市
の
誕
生
を
祝
い
、
そ
の
船
出
に
ご
功
労
の
あ
っ
た
方
を

招
き
、
今
後
の
飛
躍
を
誓
い
合
う
「
南
あ
わ
じ
市
誕
生
記
念
式
典
」
が

９
月
３
日
、
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
国
や
県
、
自
治
会

な
ど
各
種
団
体
の
代
表
者
ら
約
千

人
が
出
席
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

淡
路
人
形
座
と
三
原
中
学
校
郷
土

部
、
南
淡
中
学
校
郷
土
芸
能
部
に

よ
る
「
え
び
す
舞
」
が
行
わ
れ
、

中
田
勝
久
市
長
と
蓮
池
洋
美
議
長

と
と
も
に
、
市
旗
が
掲
揚
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
皆
さ
ま
方
の
ご

　

第
１
回
食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会

　

南
あ
わ
じ
市
の
農
業
や
漁
業
、
地
場
産
業
な
ど
の
「
食
」
の
魅
力
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
南
あ
わ
じ
市
の
将
来
像
「『
食
』
が
は
ぐ
く
む
ふ

れ
あ
い
共
生
の
都ま

ち市
』
の
構
築
を
目
指
そ
う
と
、「
第
１
回
食
ま
つ
り
・
畜

産
共
進
会
」
が
九
月
三
・
四
日
、
淡
路
島
牧
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
南
あ
わ
じ
市
内
で

と
れ
た
た
ま
ね
ぎ
や
水
産
物
、
手

延
べ
素
麺
な
ど
の
食
材
の
販
売
に

加
え
、
淡
路
ビ
ー
フ
や
牛
乳
、
野

菜
苗
な
ど
が
無
料
で
配
布
さ
れ
、

二
日
間
で
約
六
千
五
百
人
の
来
場

者
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
酪
農
家
に
よ
っ

て
育
て
ら
れ
た
乳
牛
と
和
牛
の
体

格
や
毛
並
み
、
肉
付
な
ど
を
競
い

合
う
、共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
牛
の
部
で
名
誉
賞
に
輝
い
た

藤
原
貢み
つ
ぐさ
ん
は
「
畜
産
が
好
き
だ

か
ら
こ
そ
こ
の
賞
が
い
た
だ
け
た

の
だ
と
思
う
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

共
進
会
成
績

（
主
な
成
績
の
み
。〔　

〕
は
出
品

者
、
敬
称
略
）

乳
牛
の
部

◆
名
誉
賞　

未
経
産
の
部
＝
Ｙ
Ｓ
Ｄ
・

キ
ャ
ニ
オ
ン
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
イ
レ

ー
ヌ
〔
安
田
正
一
（
神
代
）〕、
経
産
の

部
＝
デ
ー
リ
ー
メ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム
・
カ

ー
ル
ト
ン
・
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
〔
賀

集
一
裕
（
賀
集
）〕

◆
優
秀
賞　

未
経
産
の
部
＝
グ
ッ
ド
リ

バ
ー
・
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ジ
ョ
オ
ー
ク
〔
島

田
一
郎
（
市
）〕

経
産
の
部
＝
ホ
ー
リ
ー
ビ
ー
・
ダ
ダ
ー

ン
・
コ
ッ
プ
〔
堀
部
悌
二
（
八
木
）〕

◆
優
等
賞　

犢
１
部
＝
名
前
申
請
中

〔
加
登
孝
明
（
八
木
）〕、
犢
２
部
＝
ピ

ッ
ク
ア
ー
フ
ァ
ー
ム
・
チ
ョ
ー
・
カ
ッ

コ
イ
イ
〔
木
田
有
（
北
阿
万
）〕、
第
１

努
力
と
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
度
重
な
る
ご

労
苦
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
四
つ

の
町
が
持
つ
優
れ
た
特
徴
『
ふ
る

さ
と
資
源
』
を
よ
り
一
層
進
化
・

成
長
さ
せ
、
大
き
な
夢
を
実
現
し

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
合
併
功
労
者
表
彰

で
は
、
久ひ
さ
も
と
き
ぞ
う

元
喜
造
総
務
省
大
臣

官
房
審
議
官
か
ら
旧
四
町
長
ら

に
総
務
大
臣
表
彰
が
伝
達
さ
れ
、

井い
ど
と
し
ぞ
う

戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
か
ら
三
人

の
旧
町
長
に
、
中
田
市
長
か
ら
は

合
併
協
議
会
関
係
者
二
十
八
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
井
戸
知
事
ら
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
南
あ
わ
じ

市
出
身
の
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
・

加か
じ
あ
き
ら

地
亮
選
手
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
和
太
鼓

グ
ル
ー
プ
「
甍
い
ら
か
」
に
よ
る
体
に
響

き
わ
た
る
力
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
が

行
わ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
順
不

同
・
敬
称
略
）。

合
併
功
労
者
表
彰
（
総
務
大
臣
）

　

金
山
和
永
（
旧
緑
町
長
）、
長

江
和
幸
（
旧
西
淡
町
長
）、
中
田

勝
久
（
旧
三
原
町
長
）、
森
紘
一

（
旧
南
淡
町
長
）、
石
金
政
宏
（
旧

緑
町
議
会
議
長
）、砂
田
杲
洋
（
旧

三
原
町
議
会
議
長
）、
長
船
吉
博

（
旧
南
淡
町
議
会
議
長
）

兵
庫
県
知
事
感
謝

　

金
山
和
永
（
旧
緑
町
長
）、
長

江
和
幸
（
旧
西
淡
町
長
）、
森
紘

一
（
旧
南
淡
町
長
）

合
併
功
労
者
感
謝
（
南
あ
わ
じ
市
長
）

　

門
康
彦
、
西
垣
嘉
夫
、
萩
山
利

夫
、
楠
直
茂
、
楠
和
廣
、
菅
歳
美
、

富
本
猛
、
野
口
健
一
郎
、
北
村
利

夫
、
松
井
睦
機
、
故
堀
川
博
文
、

中
村
三
千
雄
、
島
田
美
代
次
、
齋

藤
勝
巳
、
平
池
啓
子
、
児
玉
昌
士
、

不
動
修
、
柴
田
孝
八
、
志
智
宣
夫
、

川
西
淳
子
、
本
田
宏
、
中
田
忠
廣
、

藤
江
昭
治
、
仲
岡
啓
子
、
松
本
俊

一
、
岩
川
貢
、
竹
田
和
美
、
酒
部

克
美

ケ
ー
ト
（
北
阿
万
）〕、
第
３
部
＝
ス
ー

リ
ン
フ
ァ
ー
ム
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
ス
タ

ー
ラ
イ
ト
〔
藤
田
隆
（
北
阿
万
）〕、
第

４
部
＝
Ｙ
Ｓ
Ｄ
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
・
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
・
イ
レ
ー
ス
〔
安
田
正
一
（
神

代
）〕、
第
５
部
＝
ア
リ
ス
ト
・
シ
ル
キ

ー
・
ク
レ
イ
タ
ス
〔
山
田
正
（
志
知
）〕、

第
６
部
＝
イ
ン
フ
ニ
ッ
ト
デ
ー
ル
・
イ

ト
ー
・
ケ
リ
ー
〔
宮
地
英
夫
（
八
木
）〕、

第
７
部
＝
ロ
ー
マ
ン
デ
ー
ル
・
テ
ラ
ソ

ン
・
ア
イ
ジ
ョ
ン
〔
榎
本
守
（
神
代
）〕、

第
８
部
＝
エ
ー
ベ
リ
ー
エ
フ
・
リ
ー
・

マ
リ
ー
〔
堤
茂
樹
（
賀
集
）〕、
第
９
部

＝
ホ
ー
リ
ー
ビ
ー
・
ダ
ダ
ー
ン
・
コ
ッ

プ
〔
堀
部
悌
二
（
八
木
）〕、
第
10
部
＝

出
品
な
し
、
第
11
部
＝
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
ズ
・
Ｄ
Ａ
・
ダ
イ
ア
ン
〔
谷
田
収
作
（
志

知
）〕、
第
12
部
＝
デ
ー
リ
ー
メ
ー
ド
フ

ァ
ー
ム
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
ス
タ
ー
フ
ィ

ー
ル
ド
〔
賀
集
一
裕
（
賀
集
）〕

和
牛
の
部

◆
名
誉
賞　

ら
ん
こ
〔
藤
原
貢
（
倭
文
）〕

◆
最
優
秀
賞　

１
席
＝
み
み
り
ん
〔
片

山
長
次
（
八
木
）〕、
２
席
＝
ひ
で
く
に

２〔
里
深
寛（
榎
列
）〕、３
席
＝
な
お〔
河

西
俊
彦
（
志
知
）〕、４
席
＝
け
ん
た
〔
原

田
健
二
（
倭
文
）〕、５
席
＝
も
え
か
〔
下

原
博
（
伊
加
利
）〕、６
席
＝
あ
お
い
〔
山

野
富
靖
（
倭
文
）〕、
７
席
＝
は
つ
ふ
く

〔
福
原
繁
明
（
津
井
）、
８
席
＝
ち
よ
こ

〔
西
東
清
積
（
倭
文
）〕、
９
席
＝
ひ
か

る
〔
佐
野
吉
治
（
阿
万
）〕

▲活きのよい鯛を釣り上げた「えびす舞」

▲式辞を述べる中田勝久市長

▲甍による和太鼓の演奏

▲淡路ビーフの振る舞い

▲畜産共進会（乳牛の部）
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市
道
国
分
善
光
寺
線
が
開
通

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
好
季
節
を
迎

え
ま
し
た
が
、
味
覚
を
大
い
に
楽

し
み
過
ぎ
、
食
飲
旺
盛
な
人
達
に

は
夏
バ
テ
回
復
を
通
り
過
ぎ
て
、

今
度
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
と
気
を
配

る
光
景
が
目
に
ち
ら
つ
く
小
生
で

す
。

　

さ
て
、
新
市
発
足
後
初
め
て
の

敬
老
会
が
九
月
十
九
日
敬
老
の
日

に
市
内
旧
町
単
位
の
四
か
所
で
、

婦
人
会
、
女
性
会
の
皆
様
方
の
お

世
話
を
頂
き
開
催
さ
れ
、
健
康
で

長
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
の

喜
び
を
市
民
の
皆
さ
ま
で
祝
福
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
六
十
五
才
以

上
の
方
は
市
全
体
で
約
一
万
四
千

人
、
高
齢
化
率
は
二
十
五
・
五
％

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
は
益
々
進

み
、
人
口
動
向
予
想
で
淡
路
島
全

体
の
人
口
が
四
十
五
年
後
、
現
在

よ
り
五
万
五
千
人
減
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
対
策

は
実
践
あ
る
の
み
と
考
え
、
本
年

度
予
算
の
中
で
新
た
に
保
育
所
・

幼
稚
園
の
同
時
入
所
時
の
一
人
分

の
保
育
料
を
無
料
化
、
三
歳
児
ま

で
の
通
院
費
と
入
院
費
の
無
料

化
、
更
に
三
歳
児
か
ら
就
学
前
ま

で
の
子
ど
も
の
一
回
当
た
り
の
医

療
費
を
七
百
円
か
ら
五
百
円
へ
引

き
下
げ
て
お
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
（
小
学
三
年
生
ま
で

の
保
育
事
業
）
も
ま
ず
は
旧
町
単

位
で
一
箇
所
実
施
す
る
よ
う
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
と
し
て
、
元
気
で

長
生
き
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
単

位
老
人
会
へ
は
県
の
支
援
基
準
で

あ
る
一
ク
ラ
ブ
十
二
万
円
に
引
き

上
げ
、
老
人
会
活
動
を
活
発
に
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
い
た
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
市
の
介
護
保
険
、
国
民

健
康
保
険
、老
人
保
健
の
合
計
は
、

百
五
十
四
億
円
と
な
り
、
市
予
算

の
総
額
五
百
四
十
六
億
円
の
約
三

割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
元
気

に
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
市
に
と
り
ま
し
て
も
大
事

な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
の
持
論
は
「
地
域
の
活
力
は

人
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

南
あ
わ
じ
市
の
飛
躍
に
高
齢
者
の

方
々
の
経
験
と
知
恵
、
市
民
の
力

強
い
参
画
を
お
願
い
し
、
敬
老
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
、
心
か

ら
の
お
祝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

広報 

▲人権研修会を実施

会
社
員
の
妻
な
ど

扶
養
配
偶
者
も
届
出
が
必
要

会
社
員
な
ど
の
扶
養
配
偶
者

で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

方
（
第
三
号
被
保
険
者
）
は
自
ら

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
必

こんなとき 被保険者の種別 届出先
配偶者に扶養されるようになっ
たとき 第１号→第３号 配偶者の勤務先

会社を退職して、配偶者の扶養
になったとき 第２号→第3号 配偶者の勤務先

配偶者が会社を退職したとき 第3号→第１号 市町の窓口

収入が増えて扶養からはずれた
とき、または離婚したとき 第3号→第１号 市町の窓口

20歳到達時、既に第２号被保険
者に扶養されている配偶者 未加入→第３号 配偶者の勤務先

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三
号
被

保
険
者
と
し
て
の
届
出
が
必
要
で

す
。届

出
が
遅
れ
た
り
、
お
こ
た

っ
た
り
し
ま
す
と
、
将
来
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
届
出
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

届
出
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を

経
由
し
て
届
出
し
ま
す
。（
健
康

保
険
の
扶
養
届
と
第
三
号
被
保
険

者
の
届
出
を
同
時
に
行
い
ま
す
）

　

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
以

降
、
届
出
を
忘
れ
て
い
る
期
間
の

あ
る
方
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
第

三
号
被
保
険
者
期
間
」
と
し
て
認

め
ら
れ
る
「
特
例
届
出
」
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
明
石
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９

１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆こんなときは届出が必要です

市
役
所
全
職
員
を
対
象
に
人
権
研
修
会
を
実
施

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
「
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
人
格

を
認
め
合
い
共
に
生
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
全
職
員

を
対
象
に
「
人
権
研
修
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
部
落
開
放
同
盟
南

あ
わ
じ
市
連
絡
協
議
会
の
事
務
局

長
か
ら
体
験
談
が
話
さ
れ
、
続
い

て
淡
路
教
育
事
務
所
の
人
権
教
育

推
進
員
か
ら
障
害
者
や
高
齢
者
へ

の
人
権
問
題
解
決
へ
の
提
言
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

市道国分善光寺線

円行寺

青木

南あわじ警察

三原中学校 牛乳工場

市役所中央庁舎

市役所三原庁舎 淡路三原郵便局

国
道    

号
線

↑
洲
本

福
良
↓

三原川

28

道
路
・
航
路
に
影
響

　
台
風
14
号
の
通
過

姫
田
川
河
口
付
近
）
：
六
日
昼
〜

七
日
朝
▼
自
主
避
難　

南
淡
公
民

館
四
人
、
三
原
公
民
館
二
人
、
丸

山
地
区
公
民
館
十
一
人
、
三
原
志

知
公
民
館
六
人
、
湊
活
性
化
セ
ン

タ
ー
一
人
▼
停
電　

約
千
三
百
軒

▼
累
計
雨
量
（
五
日
〜
七
日
）　

緑
六
五
ミ
リ
、
西
淡
九
二
ミ
リ
、

三
原
一
二
四
ミ
リ
、
南
淡
一
〇
五

ミ
リ
。

　

九
月
四
日
か
ら
七
日
に
か
け
て

九
州
に
接
近
・
縦
断
し
た
台
風
14

号
の
強
風
や
高
潮
で
、
市
内
各
地

で
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

▼
欠
航　

沼
島
汽
船
：
四
日
朝
〜

七
日
昼
▼
通
行
止
め　

大
鳴
門

橋
：
六
日
昼
〜
七
日
早
朝
、
県
道

洲
本
南
淡
線
（
灘
土
生
〜
洲
本
市

中
津
川
）
：
五
日
昼
〜
七
日
夜
、

市
道
阿
万
一
五
〇
号
線
（
丸
田
・

　

市
道
国
分
善
光
寺
線
が
九
月
一

日
、
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
平
成
十
年
に
着
工

し
、総
延
長
七
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、

歩
道
路
肩
を
含
む
総
幅
員
が
十
一

メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

　

幹
線
市
道
を
結
ぶ
道
路
の
完
成

に
よ
り
中
学
校
通
学
路
の
安
全
確

保
と
市
民
生
活
、
産
業
振
興
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
。

結
果
を
公
開
中

　

地
域
情
報
化
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

市
民
の
情
報
化
の
現
状
と
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
「
地
域
情

報
化
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
六
月

に
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
南
あ
わ

じ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.c
ity
.m
in
a
m
ia
w
a
ji.

h
yo
go
.jp
/

）で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
は
南
あ
わ
じ
市
の
地

域
情
報
化
計
画
の
策
定
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

約
一
千
人
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
月
号
の
広
報
紙
で
は

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

平成１８年南あわじ市成人式

◆日時
　平成 18年１月８日（日）13:30 ～

◆会場　文化体育館（北阿万筒井）

◆問い合わせ
　生涯学習文化振興課☎３７－３０２０

 ※詳細が決まり次第広報紙等でお知らせし
ます。

　９月 11日に衆議院議員総選挙が行わ

れ、小選挙区選出議員選挙（兵庫県第９

区）では、西村やすとし氏が当選しまし

た。当市における投票結果は次のとおり。

　当日有権者数　４４，２０５人
　投票者総数　３２，３０３人
　投　票　率　７３．０８％

総務省・兵庫県・南あわじ市

Ｑ　国勢調査ってなに？
Ａ　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人を対象とした、国の

最も基本的な統計調査です。国内の人口・世帯などの実態を把握

するためにおこなわれています。国勢調査の「国勢」とは、「国

の情勢」を意味します。

Ｑ　調査の方法は？
Ａ　9月下旬から国勢調査員が、市内全世帯を訪問して調査票を配

布し、10月１日現在の状況を調査票に記入していただきます。

そして、10月上旬に再度各世帯に訪問して調査票を回収します。

必ず鉛筆
3 3

で記入してください！

Ｑ　国勢調査員は、どんな人なの？
Ａ　調査票を配布、回収する国勢調査員は、市長の推薦に基づいて

総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。各自治会より推薦

していただいています。

Ｑ　どんなことを調べるの？
Ａ　男女の別・出生の年月・国籍・就業状態・通勤・通学地などを

世帯員一人一人について調べます。また世帯の種類・世帯員の数・

住居の種類など世帯についても調査します。

Ｑ　調査結果は、どんなことに使われるの？
Ａ　各種行政施策（都市計画や社会福祉、経済政策、防災計画）の

基礎資料としてまた、議会議員の数の決定、地方交付税交付金の

算定基準などに活用されます。

10月１日現在の状況をご記入ください！

※小選挙区選出議員選挙の数値
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定
率
減
税
の
見
直
し 

　

定
率
減
税
が
2
分
の
1
に
縮
減

さ
れ
ま
す
。

人
的
非
課
税
の
範
囲
の
見
直
し

　

年
齢
65
歳
以
上
の
方
の
う

ち
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
５
万
円
以
下
の
人
に
対
す
る

非
課
税
措
置
は
、
平
成
18
年
度
分

の
市
県
民
税
か
ら
段
階
的
に
廃
止

と
な
り
ま
す
（
昭
和
15
年
1
月
1

日
以
前
生
ま
れ
の
人
の
税
額
が
、

平
成
18
年
度
分
は
3
分
の
1
、
平

成
19
年
度
分
は
3
分
2
、
平
成
20

年
度
分
か
ら
は
全
額
と
な
り
ま

す
）。

老
年
者
控
除
の
廃
止

　

そ
の
年
の
12
月
31
日
現
在
に

お
い
て
年
齢
が
65
歳
以
上
で
、

そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
０
０
０
万
円
以
下
の
人
に
適
用

さ
れ
て
い
た
「
老
年
者
控
除
」
が

平
成
18
年
度　

市
県
民
税
の

改
正

平
成
17
年
分
の
所
得
税
か
ら
廃
止

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
市
県
民

税
も
「
老
年
者
控
除
」
48
万
円
が

廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
受
給
者
65
歳
以
上

の
公
的
年
金
等
控
除
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。（
別
表
）

均
等
割
の
全
額
課
税

　

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫

と
生
計
を
同
一
に
す
る
妻
で
、
夫

と
同
じ
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
平
成
17

年
度
分
は
2
分
の
1
（
２
０
０
０

円
）
で
し
た
が
、
平
成
18
年
度
分

か
ら
は
全
額
課
税
４
０
０
０
円
+

県
民
緑
税
８
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

県
民
緑
税
の
新
設

　

兵
庫
県
で
は
、「
緑
」
の
保
全
・

再
生
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組

み
と
し
て
、「
県
民
緑
税
」（
県
民

税
均
等
割
の
超
過
課
税
）
を
平
成

18
年
度
か
ら
導
入
し
ま
す
。

　

税
率
：
個
人
８
０
０
円（
年
額
）

改正前 改正後

市県民税所得割額の

15％相当（４万円を

超える場合は４万円）

市県民税所得割額の

7.5％相当（２万円を

超える場合は２万円）

（参考）所得税の定率減税について
　所得税の定率減税も平成 18 年１月から、所得税額

の 20％相当額（上限 25万円）から 10％相当額（上限

12.5 万円）に見直されます。

改 正 前（65歳以上） 改 正 後（65歳以上）
その年中の公的年金
等の収入金額（A)

公的年金等控除額
その年中の公的年金等
の収入金額 (A)

公的年金等控除額

260万円以下 140万 330万円以下 120万円

260万円超～460万円以下 (A) × 25％＋ 75万円 330万円超～410万円以下 (A) × 25％＋ 37万 5千円

460万円超～820万円以下 (A) × 15％＋ 121万円 410万円超～770万円以下 (A) × 15％＋ 78万 5千円

820万円超 (A) × 5％＋ 203万円 770万円超 (A) × 5％＋ 155万 5千円

　

ご
承
知
の
と
お
り
日
本
国
憲
法

第
30
条
で
は
、「
国
民
は
、
納
税

の
義
務
を
負
う
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
多
く
の
人
は

納
税
し
て
く
れ
い
る
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
一
部
の
人
は
こ
の

義
務
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
せ
ん
。

〝
税
金
が
皆
さ
ん
方
の
社
会
を
支

え
て
い
る
の
で
す
。〞

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
納
税
の
公

平
性
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
滞

納
者
を
な
く
す
た
め
に
、「
市
税

徴
収
特
別
対
策
本
部
」を
設
置
し
、

10
月
〜
12
月
を「
徴
収
強
化
月
間
」

と
定
め
、
10
月
に
は
国
民
健
康
保

険
税
、
11
月
固
定
資
産
税
、
12
月

住
民
税
を
そ
れ
ぞ
れ
の
月
間
目
標

と
し
て
、
滞
納
者
に
対
し
次
の
よ

う
な
方
法
に
よ
り
、
強
力
な
徴
収

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

①
滞
納
世
帯
を
戸
別
訪
問
の
上
徴

収
す
る
。

②
滞
納
者
の
呼
出
納
税
相
談
の
実

施
。

③
電
話
債
権
・
不
動
産
・
預
貯
金

等
の
調
査
・
差
押
え
。

④
既
差
押
え
物
件
の
公
売
換
価
。

　

以
上
③
、
④
は
「
滞
納
処
分
」

と
い
い
、
市
が
滞
納
者
に
対
し
実

施
出
来
る
権
限
で
す
。

　

当
市
で
は
、
滞
納
者
が
無
く
公

平
な
税
政
を
保
ち
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
納
付
期
日
内
の

納
税
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
税
の
納
付
お
よ
び
分
割

納
税
方
法
等
の
相
談
は
、
税
務
課

（
☎
43
・
５
０
２
２
）
へ
。

市
税
徴
収
特
別
対
策
本
部
を
設
置

国民健康保険税　３期
市・県民税　３期
　の納付は10月 31日（月）
　までにお願いします
　税務課　☎43-5022

薬
と
健
康
の
週
間　
10
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

　

知
っ
て
る
？
聞
い
て
る
？
お
薬
の
こ
と

　
　

○
説
明
書
を
読
み
、
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

○
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

○
薬
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
医
師
、
薬
剤
師
等
専
門
家
に
！

投
票
に
つ
い
て

投
票
で
き
る
人

○
年
齢
要
件

　

昭
和
60
年
10
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

○
転
入
要
件

　

平
成
17
年
７
月
22
日
ま
で
に
転

入
し
、
引
き
続
き
南
あ
わ
じ
市

内
に
住
所
を
有
す
る
人

○ 

転
出
要
件

　

投
票
日
当
日
ま
で
に
転
出
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
選
挙
権

を
失
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

○ 

松
帆
小
学
校
体
育
館
か
ら

　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

に
変
わ
り
ま
す
。

　
《
松
帆
北
方
、
塩
浜
、
江
尻
、

高
屋
乙
地
区
》

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

○
他
の
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　
　

仕
事
や
学
業
な
ど
の
都
合
で

市
外
に
滞
在
の
た
め
、
市
内
で

の
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
滞

在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
投
票
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
、
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
：
「
投
票
用
紙
等
請

求
書
兼
宣
誓
書
」（
南
あ
わ
じ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
、
ま
た
は
南
あ
わ
じ
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。）

②
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
（
外

封
筒
・
内
封
筒
）
の
ほ
か
、
不

在
者
投
票
証
明
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。

③
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前

日
ま
で
の
間
に
、
最
寄
の
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
出

向
き
、
投
票
を
し
ま
す
。
た
だ

し
、
投
票
で
き
る
の
は
選
挙
管

理
委
員
会
の
業
務
時
間
内
《
土

日
は
閉
庁
日
の
た
め
、
期
間
は

10
月
24
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）》

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
念
の

た
め
投
票
前
に
最
寄
の
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
請
求
書
は
、
10
月
14
日
（
金
）

か
ら
受
付
ま
す
。

※
必
ず
請
求
者
本
人
が
自
筆
し
た

請
求
書
を
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
の
う
え
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。（
E
メ
ー
ル
で

の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。）

○
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
指
定

施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
病

院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
さ
れ
て
い

る
方
は
、
指
定
施
設
内
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
を

希
望
さ
れ
る
方
は
施
設
の
管

理
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
が
で
き
な
い
人
は
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
の
時
間
、
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

期
日
前
投
票
所
の
場
所

　

市
役
所
緑
庁
舎
、
市
役
所
西
淡

庁
舎
、
三
原
公
民
館
、
南
淡
図
書

館
、
沼
島
総
合
セ
ン
タ
ー
（
た
だ

し
沼
島
に
選
挙
権
の
あ
る
方
の

み
）　

※
沼
島
総
合
セ
ン
タ
ー
以

外
の
４
投
票
所
に
お
い
て
は
、
ど

ち
ら
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

投
票
期
間
・
時
間

　

10
月
24
日
（
月
）
か
ら
10
月
29

日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で　

※
沼
島
総
合
セ
ン

タ
ー
は
10
月
26
日
（
水
）
か
ら
10

月
28
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

選
挙
公
報
に
つ
い
て

　

届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
政
見

等
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た

「
選
挙
公
報
」
を
新
聞
折
込
で
各

戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。　

　

個
別
で
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
度
公
報
の
個
別
郵
送

を
申
し
出
ら
れ
た
方
は
、
今
後
の

選
挙
に
お
い
て
も
同
様
に
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
市

役
所
の
各
庁
舎
、
公
民
館
等
の
公

共
施
設
に
も
備
え
て
お
り
ま
す
。

開
票
に
つ
い
て

　

開
票
は
、
10
月
30
日
午
後
９
時

30
分
か
ら
南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

事
前
運
動
に
つ
い
て

　

選
挙
運
動
が
で
き
る
期
間
は
、

立
候
補
届
出
が
受
理
さ
れ
た
時

（
立
候
補
届
出
日
は
10
月
23
日
で

す
。）
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
で

す
。届
出
前
の
選
挙
運
動
行
為
は
、

事
前
運
動
と
い
わ
れ
、
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
行
為
は

事
前
運
動
に
あ
た
り
ま
す
。

《
事
前
運
動
の
例
》

・「
○
○
君
に
一
票
を
！
」
と
い
っ

た
投
票
依
頼
、
も
し
く
は
投
票

依
頼
と
推
測
さ
れ
る
文
言
の
は

い
っ
た
チ
ラ
シ
を
配
る
こ
と
。

・
各
戸
訪
問
し
、
投
票
依
頼
を
行

う
こ
と
。（
選
挙
運
動
期
間
中

も
戸
別
訪
問
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。）

・
候
補
者
の
氏
名
等
（
写
真
、
似

顔
絵
も
含
む
。）
を
大
書
き
し

た
文
書
を
不
特
定
多
数
の
人

に
配
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
南
あ
わ

じ
市
市
善
光
寺
18
番
地
27
）
☎
43
・

５
０
０
４
、E

ﾒｰﾙ
:sen

kan
@

city.m
in
am
iaw
aji.h

yo
go
.jp

10
月
30
日
（
日
）
は
、
南
あ
わ
じ
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

―　

告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）
は
10
月
23
日
（
日
）
で
す　

―

公的年金等控除の改正



広報 

■対象となるサービスは
　・指定介護福祉施設サービス
　・介護保健施設サービス
　・指定介護療養施設サービス
　・短期入所生活介護
　・短期入所療養介護

■対象となる方は
　所得の低い方で、介護保険３施
設を利用している方です

介護保険制度が10月から改正

9

介
護
保
険
制
度
が
10
月
か
ら
改
正

　

〜
自
己
負
担
額
の
改
正
、
保
険
者
証
の
更
新
な
ど
〜

82005.10.1発行

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
通
常
一

割
の
負
担
が
原
則
で
す
が
、
社
会

福
祉
法
人
等
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）
を
利
用
す
る
場
合
、
次
の
要

件
を
該
当
す
る
方
は
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

■
軽
減
の
該
当
者

　

住
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
で
あ

っ
て
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

し
、
生
計
困
難
者
と
し
て
市
が
認

定
し
た
方
。

①
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で

百
五
十
万
円
、
世
帯
員
が
一
人

増
え
る
ご
と
に
五
十
万
円
を

加
算
し
た
額
以
下
の
方

②
預
貯
金
等
の
額
が
単
身
世
帯
で

三
百
五
十
万
円
、
世
帯
員
が
一

人
増
え
る
ご
と
に
百
万
円
を

加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ

と
。

③
世
帯
が
そ
の
居
住
用
の
家
屋
そ

の
他
日
常
生
活
の
た
め
に
必

要
な
資
産
以
外
に
利
用
で
き

る
資
産
を
所
有
し
な
い
こ
と
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
と
食
費
が

原
則
と
し
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
し
た

１
　

所
得
の
低
い
方
に

は
④
の
補
足
的
給
付

が
あ
り
、
居
住
費
・

食
費
に
限
度
額
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
の
低
い
方
の

『
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
』
の

自
己
負
担
上
限
額
の
見
直
し

２

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

■
軽
減
額

　

軽
減
は
、
利
用
者
負
担
額
、
食

費
、居
住
費
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
み
）
の
四
分
の

一
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
は
、二
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
軽
減
要
件
に
該
当
さ
れ
る

場
合
は
軽
減
申
請
に
よ
り
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

■
制
度
実
施
予
定
の
社
会
福
祉
法
人

・
緑
風
館
（
広
田
中
筋
）

　

☎
45
・
１
７
１
８

・
ど
ん
ぐ
り
の
里
（
松
帆
櫟
田
）

　

☎
36
・
５
６
３
０

・
翁
寿
園
（
八
木
寺
内
）

　

☎
42
・
６
０
０
６

・
太
陽
の
家
（
八
木
養
宜
上
）

　

☎
43
・
３
１
０
０

・
す
い
せ
ん
ホ
ー
ル
（
賀
集
野
田
）

　

☎
53
・
０
０
３
０

・
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
広
田
広
田
）
☎
44
・
３
０
０
７

■
問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

介護保険アンケートにご協力を
　平成 18 年度からの介護保険事業の

計画を作成するにあたり、次の方を対

象にアンケート調査を実施させていた

だきます。

　郵送またはケアマネジャーをとおし

て依頼させていただきますので、対象

となられた方はご協力をお願いします。

■対象者

　要支援・要介護 1認定者と、要支援・

要介護認定を受けていない方の中から無
作為抽出による約１０００名
■実施時期

　9月下旬から 10月中旬

■問い合わせ

　保険課☎４４－３００３

社
会
福
祉
法
人
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
を
軽
減

対象者 自己負担の上限額

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
で、世帯全員が市民
税非課税の方

１万５,０００円

世帯全員が市民税非
課税の方 ２万４,６００円

市民税世帯課税の方 ３万７,２００円

改正前

利用者負
担段階

対象者 自己負担の上限額

第１段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
で、世帯全員が市民
税非課税の方

１万５,０００円

第２段階

世帯全員が市民税非
課税の方で、課税年
金収入額と合計所得
金額の合計が80万円
以下の方

１万５,０００円

第３段階
世帯全員が市民税非
課税の方で、第２段
階に該当しない方

２万４,６００円

第４段階 市民税世帯課税の方 ３万７,２００円

改正後

改正前

＋ ーー＋施設サービス費
の１割

食費の
一部負担

日常生活費
（理美容代など） 自己負担

改正後

＋ ーー＋施設サービス費
の１割

食 費 日常生活費
（理美容代など） 自己負担＋居住費

　介護保険制度の改正により、保険者証の記載も一
部変更されますので、10月上旬に新しい保険者証
を被保険者全員に郵送します。合併により 3月に
保険者証を交付しておりますが、今後、介護保険サー
ビスを利用される時は今回送付の新しい保険者証を
ご利用ください。旧保険者証は総合窓口センター等
へご返却ください。

所
得
の
低
い
方
に
は
補
足
的
給
付

〜
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
〜

４
■対象となる介護保険施設
　・介護老人福祉施設
　・介護老人保健施設
　・介護療養型医療施設

３ 介護保険被保険者証の一斉更新！

居住費
（滞在費） 食 費介護老人福祉施設

短期入所生活介護

介護老人保健施設
介護療養型医療施設
短期入所療養介護

ユニット型個室 １,９７０円 １,９７０円

１,３８０円
ユニット型準個室 １,６４０円 １,６４０円

従来型個室 １,１５０円 １,６４０円

多床室     ３２０円     ３２０円

■基準費用額

■負担限度額は負担段階、施設の種類等によって異なります

対象者 居住費
（滞在費） 食 費介護老人福祉施設

短期入所生活介護

介護老人保健施設
介護療養型医療施設
短期入所療養介護

第１段階
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で 
世帯全員が市民税非課
税の方

ユニット型個室

ユニット型準個室
従来型個室
多床室

　 ８２０円
　 ４９０円
 　３２０円
　      ０円

  　８２０円
　  ４９０円
　  ４９０円
　　　  ０円

３００円

第２段階
世帯全員が市民税非課
税の方で、課税年金収
入額と合計所得金額の
合計が 80万円以下の方

ユニット型個室

ユニット型準個室
従来型個室
多床室

 　８２０円
　 ４９０円
　 ４２０円
　 ３２０円

  　８２０円
  　４９０円
  　４９０円
  　３２０円

３９０円

第３段階
世帯全員が市民税非課
税の方で、第２段階に
該当しない方

ユニット型個室

ユニット型準個室
従来型個室
多床室

１,６４０円
１,３１０円
　 ８２０円
　 ３２０円

１,６４０円
１,３１０円
１,３１０円
  　３２０円

６５０円

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る

方
は
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
等
で
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
さ
れ
た
方
に
は
、
市
か
ら

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
翌

年
六
月
末
日
で
毎
年
更
新
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

上
記
の
対
象
者
が
対
象
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、居
住
費
・

食
費
そ
れ
ぞ
れ
に
負
担
限
度
額
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

限
度
額
を
超
え
た
分
は
、「
特

定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と

し
て
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
限
度
額
を
超
え
る
負
担

特定入所者介護サービス費＝基準費用額－負担限度額
■特定入所者介護サービス費

※施設が設定している居住費・食費が基準費用額を下回る場合は
　「施設が設定した金額－負担限度額」が給付額になります。

※栄養管理費については、引き続き保険給付の対象になります

※

居住費・食費の
負担が心配･･･



広報 

　

排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定

し
た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施

行
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
指
定

工
事
店
に
計
画
・
見
積
（
施
行
方

法
・
費
用
・
支
払
い
条
件
な
ど
）

を
依
頼
し
、
検
討
し
て
か
ら
指
定

業
者
と
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

①
指
定
工
事
店
に
排
水
設
備
工
事

を
依
頼

②
指
定
工
事
店
が
設
計
・
見
積
し

内
容
を
検
討
し
た
上
で
契
約

③
市
に
排
水
設
備
計
画
申
請
を
提

出
（
指
定
工
事
店
か
ら
）

④
市
で
申
請
さ
れ
た
排
水
設
備
計

画
が
、
法
令
な
ど
に
適
合
し
て

い
る
か
確
認
し
、
適
合
と
判
断

す
れ
ば
、
排
水
設
備
計
画
確
認

書
を
交
付

⑤
工
事
に
着
手

⑥
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、
排
水
設

備
工
事
完
了
届
を
提
出
（
指
定

工
事
店
か
ら
）

⑦
市
に
よ
り
工
事
検
査
。
合
格
す

る
と
排
水
設
備
工
事
検
査
証

を
交
付
し
、
そ
の
日
か
ら
下
水

道
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

　

汚
水
処
理
施
設
供
用
開
始
（
各

戸
の
公
共
ま
す
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
日
）
か
ら
二
年
以
内

に
排
水
設
備
工
事
を
実
施
し
、
公

共
ま
す
に
接
続
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
、下
水
道
料
金
の
基
本
料
金（
月

額
千
二
百
六
十
円
）
が
二
年
間
も

し
く
は
一
年
間
免
除
と
な
る
下
水

処
理
施
設
早
期
接
続
者
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
処
理
場
の

運
転
や
マ
ン
ホ
ー
ル
、
下
水
道
管

な
ど
の
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど

に
充
て
て
お
り
、
次
の
と
お
り
算

出
し
、
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。　

①
使
用
料
金

　

使
用
者
が
、
排
除
し
た
汚
水
の

量
（
上
水
道
使
用
水
量
）
に
応
じ

料
金
表
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

②
支
払
時
期
お
よ
び
支
払
い
方
法

　

毎
月
の
上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検

針
に
よ
っ
て
水
量
を
確
認
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
上
水
道
使

用
料
金
と
下
水
道
使
用
料
金
を
算

出
し
、
合
計
額
を
納
め
ま
す
。

▼
口
座
振
替
の
場
合　

毎
月

二
十
七
日
に
指
定
さ
れ
た
口

座
か
ら
引
き
落
し
ま
す
。

▼
納
付
書
に
よ
る
場
合　

毎
月
末

日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　

企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

下水道の処理区が拡大

11

下
水
道
の
処
理
区
が
拡
大
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榎
列 

神
代

福
良 

賀
集

◆
八
木
・
榎
列
処
理
区
（
図
１
）

　
　

上
幡
多
の
企
業
団
地
の
一
部

◆
神
代
処
理
区
（
図
２
）

　
　

小
路
・
国
上
の
一
部

◆
福
良
処
理
区
（
図
３
）

　
　

東
本
町
・
向
谷
の
一
部
、
築
地
の
全
部

◆
賀
集
処
理
区
（
図
４
）

　
　

八
幡
東
の
全
域
、
辻
川
原
・
西
田
・
野
田
・
賀
集
の
一
部

10
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
下
水
道
が

使
用
で
き
る
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

※
処
理
区
の
図
は
十
二
〜
十
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
処
理
区
域
に
入
っ
た

皆
さ
ん
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
風

呂
な
ど
の
汚
水
を
『
公
共
ま
す
』

へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
処
理
区
域
内
で
は
、
建

物
所
有
者
等
に
次
の
こ
と
が
義
務

づ
け
さ
れ
ま
す
。

▼
汲
み
取
り
便
所
は
水
洗
ト
イ
レ
に

　

汲
み
取
り
便
所
は
供
用
開
始
か

ら
三
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改

造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
浄
化
槽
の
廃
止

　

汚
水
は
、
下
水
処
理
場
で
処
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
く
浄
化
槽
を
廃
止
し

公
共
下
水
道
に
流
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る

汚
水
も
公
共
下
水
道
へ

　

台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る

汚
水
も
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
下
水
道
に
流
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

排
水
設
備
と
は
、
図
の
よ
う
に

水
洗
ト
イ
レ
、
浴
室
、
台
所
な
ど

か
ら
公
共
ま
す
ま
で
の
範
囲
を
い

い
、
皆
さ
ん
が
個
人
で
設
置
し
、

維
持
管
理
す
る
設
備
で
す
。

下水道使用料表

基本料金
（１か月につき）

従量使用料
（１㎥につき）

10㎥以下
１，２６０円

１１㎥～２０㎥　　１３６円
２１㎥～３０㎥　　１４７円
３１㎥～５０㎥　　１６８円
５１㎥～１００㎥　１８９円
１０１㎥以上　　　２２０円

排
水
設
備
工
事

の
手
続
き

早
期
接
続
者
は

減
免
制
度
の
対
象
に

供用開始から 下水道使用料の減免額（総額）

①１年以内

 に接続

２年間の基本料金（1,260 円／月）

1,260 円× 12（か月）×２（年）＝ 30,240円

②１年を超え
２年以内

１年間の基本料金（1,260 円／月）

1,260 円× 12（か月）×１（年）＝ 15,120円

下
水
道
の
使
用
料

問
い
合
わ
せ

排
水
設
備
と
は

（市で設置・管理する部分）（個人で設置・管理する部分）

接
続
マ
ス

汚
水
管

接
続
マ
ス

接
続
マ
ス

公
共
ま
す

下
水
道
管

マンホール

雨水は側溝または河川へ

側溝

公道宅地

供
用
開
始

供
用
開
始

か
ら
一
年

下水道に接続

供
用
開
始

か
ら
二
年

下水道に接続

▼工事の申し込みから完成まで

※水量は上水道の使用量
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八木・榎列浄化センター
企業団地

雇用促進住宅

（図１）　八木・榎列処理区

下水道の処理区が拡大
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福良浄化センター

福良口交差点

南あわじ市南淡庁舎

なないろ館

埋蔵文化財調査事務所

神代小学校

神代交差点

国衙交差点

国道28号線八幡交差点
国道28号線

広域消防南淡分署

休日応急診療所

賀集八幡神社

（図３）　福良処理区

（図２）　神代処理区（図4）　賀集処理区
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お知らせ

15 14

お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　総務課☎43-5001
　秘書広報室☎43-5002
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　税務課☎43-5022
　市民課☎43-5023
　生活環境課☎43-5024
農林振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
企画部
　企画調整課☎50-3032
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　まちづくり・防災課☎50-3035
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

広報 

項　目 期間・開催日 内容 備　考

イベント

10 月９日（日） はりもぐハーリーがやってくる
１日２回① 11:30 ② 15:30

10 月 10日（祝） げんきげんきノンタンがやってくる

10月 16日（日） 阿波踊り １日２回① 11:30 ② 14:30

10 月 23・30日（日） 日替わり大道芸パフォーマンス １日３回① 11:00 ② 13:00 ③ 15:00

収穫体験 10 月下旬より 大根 収穫量に限りがありますので開催日
はお問い合わせください。

◆開園時間　9:00 ～ 18:00
◆入 園 料   大人 800円／小人 400円
◆電     話   ４３－２６２６ ※電話番号はお間違えなく

育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
が
ス
タ
ー
ト

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
ま
す

▼
支
援
対
象
者
（
例
）

①
出
産
後
１
年
以
内
で
育
児
ス
ト

レ
ス
や
子
育
て
不
安
・
孤
立
感

が
強
い
。

②
育
児
ス
ト
レ
ス
で
子
育
て
が
嫌

に
な
っ
て
い
る
。

③
引
き
こ
も
り
等
家
庭
養
育
上
相

談
者
が
ほ
し
い
と
感
じ
て
い

る
。

④
子
ど
も
が
養
護
施
設
退
所
や
里

親
委
託
を
終
了
し
た
の
で
、
家

庭
復
帰
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
。

⑤
子
ど
も
が
心
身
の
諸
問
題
を
も

っ
て
お
り
、
将
来
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
な
ど

▼
支
援
内
容

・
産
さ
ん
じ
ょ
く褥
期
の
母
子
に
対
す
る
育
児

指
導
お
よ
び
家
事
支
援

·
保
護
者
の
身
体
的
、
精
神
的
不

調
状
態
に
対
す
る
相
談
支
援

·
ひ
き
こ
も
り
・
施
設
退
所
な
ど

児
童
の
家
庭
復
帰
へ
の
支
援

·
未
熟
児
・
多
胎
児
等
へ
の
育
児
・

栄
養
指
導

·
家
庭
に
お
け
る
発
達
指
導
が
必

要
な
場
合
は
、
家
族
の
希
望
等

に
応
じ
て
相
談
支
援
し
ま
す
。

▼
ヘ
ル
パ
ー
・
相
談
員
等

　

子
育
て
を
お
手
伝
い
す
る
人
は

内
容
に
応
じ
て
、
異
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、

　

育
児
支
援
↓
保
健
師
・
助
産
師

　

家
事
支
援
↓
ヘ
ル
パ
ー　
　
　

精
神
・
発
達
相
談
↓
臨
床
心
理
士

　

養
育
支
援
↓
行
政
関
係
者

　

栄
養
指
導
↓
栄
養
士

▼
利
用
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
☎
44
・
３
０
０
４

　

福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
44
・
３
０
０
９

　

西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
37
・
３
０
２
９

　

三
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
43
・
５
０
３
９

　

南
淡
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
50
・
２
１
２
２

　

各
地
区
民
生
委
員

　

家
庭
で
、
子
育
て
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
を
訪

問
し
、
安
心
･
安
定
し
た
子
育
て
を
お
手
伝
い
す
る
「
育
児
支
援
家
庭
訪

問
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

わ
が
家
の
耐
震
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

簡
易
耐
震
診
断
を
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す

る
こ
と
で
耐
震
化
が
図
れ
る
よ
う

「
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、

簡
易
耐
震
診
断
員
（
建
築
士
）
に

よ
っ
て
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
事
業
で
耐
震
性
が
劣

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
兵
庫
県

が
実
施
し
て
い
る
「
わ
が
家
の
耐

震
改
修
促
進
事
業
」
に
よ
り
、
耐

震
改
修
計
画
策
定
費
、
耐
震
改
修

工
事
費
の
一
部
に
対
し
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
）。

▼
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
住
宅
。
た
だ

し
、
平
成
12
〜
14
年
度
に
実
施

し
た
「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
推

進
事
業
」
を
受
け
ら
れ
た
方
は

対
象
外
。

▼
個
人
負
担
額　

構
造
・
種
別
に

よ
り
異
な
る
。
木
造
戸
建
住
宅

の
場
合
、
１
棟
３
０
０
０
円
。

▼
申
込
方
法　

都
市
計
画
課
ま
た

は
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
う
え
、
都
市
計
画
課

に
提
出
。

▼
受
付
開
始　

10
月
３
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
「
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課
☎

37
・
３
０
１
６
。

　
「
わ
が
家
の
耐
震
改
修
促
進
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県

県
土
整
備
部
住
宅
防
災
課
☎ 

０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
４
０

三原町商工ふれあいカーニバル
等身大紙相撲大会・フリーマーケット

参加者を募集します

　11月６日（日）９時～（小雨決
行）、淡路ファームパーク イング
ランドの丘にて、「三原町商工ふれ
あいカーニバル」が開催されます。
（無料入場券が新聞折込で配布され
ますので、ご利用ください）
　イベントへの参加者を募集しています。
◆第９回 等身大紙相撲大会　三原場所
・内容　１ｍ８０ｃｍの段ボールを使い、紙相撲を行う
・募集チーム数　２４チーム（１チーム２名以上）
・締切日　10月19日（水）（定員に達し次第締め切ります）
◆フリーマーケット
・内容　ご家庭で不要になった物や作った物を販売
・募集ブース数　90ブース（予定）
・締切日　11月２日（水）
●申込み先　三原町商工会青年部事務局
　☎42-4721　Eメール：info@s-mihara.or.jp

障
害
者
見
舞
金
の
支
給

　

平
成
17
年
12
月
１
日
現
在
で
南

あ
わ
じ
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

障
害
者
の
方
に
見
舞
金
５
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。
見
舞
金
支
給

に
は
必
ず
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
４
級
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
方

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
・
出
張
所
・
連
絡
所
・
支
所

▽
必
要
書
類
等　

①
障
害
者
（
身

体
・
療
育
・
精
神
）
手
帳
の
写

し
、
②
振
込
口
座
番
号
等
が
分

か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
の
金

融
機
関
）、
③
印
鑑

▽
申
請
締
切　

10
月
31
日
（
月
）

▽
支
給
方
法　

12
月
20
日
に
指
定

さ
れ
た
口
座
へ
振
込
み

▽
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２

兵庫県最低賃金
９月30日発効

時間額６７９円
※産業別最低賃金については、
　現在改正審議中です。

兵庫県労働局労働基準部賃金課
☎078-367-9154

第 13回
環衛食品まつり
　業務用・一般
家庭用の厨房器
具や食品各種の
品物を取りそろ
えて紹介します。お楽しみ抽
選券も用意してます。
★日時
10月 24日 ( 月 )10:00 ～ 18:00
10 月 25日 ( 火 )  9:00 ～ 16:00
★場所
サンライズ淡路体育館（広田）
　※駐車場はグラウンド
★問い合わせ
南あわじ市公衆衛生協会
　（三原健康福祉事務所内）
　　☎5２－００９９

【体験教室】
パン・バター作りは毎日、ソーセージ作り
は平日、ピザ作りは土・日・祝日に開催

ー南あわじ市働く婦人の家ー

てくてくウォーク
　みんなで大日ダム周辺を歩

いて健康づくりをしましょう。

▼日時

10月 15日（土）9:30 ～ 12:00

▼集合場所

賀集生子「美女池」

▼申し込み

働く婦人の家☎４３－２３２６

フリーマーケット出店募集！
南あわじ市人権フェスティバル
●日時　11月 20日（日）午前 10時から受付

●場所　三原公民館駐車場
●募集区画　２０区画
●募集方法　往復はがきの往信裏面に住所・氏名・
電話番号・出店の内容をご記入のうえ応募して
ください（10月 14日必着）

※主催者側の意に沿わない場合、お断りすることがあります。
●出店の可否　返信ハガキにて通知いたします。
●申込先　〒 656-0393　南あわじ市湊 90-1
　教育委員会人権教育課☎ 37-3019

うずしおフェスティバル
●日時　11月６日（日）午前10時～午後３時
●場所　国立淡路青年の家
●出店費用　無料（食品等の販売はできません）
●募集区画　25区画
●申込期限　10月 28日（金）
●申込先　国立淡路青年の家・西岡☎ 55-2695
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◆
全
淡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
兼
平
成
17

年
度
淡
路
地
域
交
流
祭
世
代
間
交

流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
８
月
28
日
・

サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
ほ
か
）

　

３
位
に
入
賞
し
た
市
内
の
チ
ー

ム
の
み
紹
介

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
】
①
緑

【
ペ
タ
ン
ク
ト
リ
プ
ル
ス
】
①
南

淡
B
③
三
原
Ａ
、
南
淡
Ａ

【
ペ
タ
ン
ク
ダ
ブ
ル
ス
】
③
南
淡
A

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
③
三
原

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
③
南
淡
Ａ

◆
南
あ
わ
じ
市
少
年
相
撲
府
中
大

会
（
９
月
３
日
・
府
中
八
幡
神
社
）

【
４
年
生
の
部
】
①
島
田
聖
也
（
神

代
）
②
藤
本
直
希
（
榎
列
）
③
波

戸
貴
希
（
松
帆
）

【
５
年
生
の
部
】
①
山
本
哲
也
（
松

帆
）
②
福
岡
翔
輝
（
八
木
）
③
前

川
優
太
（
榎
列
）

【
６
年
生
の
部
】
①
森
本
竜
司
（
福

良
）
②
斉
藤
佑
弥
（
八
木
）
③
前

野
礼
人
（
榎
列
）

【
団
体
戦
】
①
八
木
Ａ
②
賀
集
Ａ

③
榎
列
Ａ

◆
緑
地
域
職
域
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
９
月
４
日
・
サ
ン
ラ
イ

ズ
淡
路
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
）

【
１
部
】
①
イ
ズ
ミ
フ
ー
ド
マ
シ

ナ
リ
A
②
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー

【
２
部
】
①
緑
窯
業
㈱
②
淡
路
紙

工
㈱

【
３
部
】
①
イ
ズ
ミ
フ
ー
ド
マ
シ

ナ
リ
B
②
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島

◆
南
淡
夏
季
囲
碁
大
会
（
８
月
21

日
・
南
淡
公
民
館
）

【
A
級
】
①
児
玉
寿
（
広
田
）
②

中
山
隼
希
（
洲
本
市
）
③
加
地
耕

史
（
倭
文
）

【
B
級
】
①
船
本
和
男
（
市
）
②

溝
口
節
夫
（
福
良
）
③
斉
藤
文
也

（
榎
列
）

【
C
級
】
①
森
明
司
（
八
木
）
②

森
本
公
子
（
伊
加
利
）
③
井
筒
政

夫
（
榎
列
）

◆
南
あ
わ
じ
市
子
ど
も
会
仲
良
し

将
棋
大
会
（
８
月
28
日
・
三
原
公

民
館
）

【
低
学
年
の
部
】
①
安
藤
拓
成
（
福

良
小
）
②
久
保
坂
直
輝
（
賀
集
小
）

③
西
川
大
成
（
福
良
小
）

【
高
学
年
の
部
】
①
太
田
大
貴
（
八

木
小
）
②
雨
堤
翔
哉
（
辰
美
小
）

③
辻
川
幹
大
（
八
木
小
）
③
庄
司

高
之
（
辰
美
小
）

【
中
学
生
の
部
】
①
村
上
倫
世
（
三

原
中
）
②
岡
本
真
衣
香
（
同
）

● 

● 

●
ご 

案 

内
● 

● 

●

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
大

会
等
の
結
果
は
、
こ
の
欄
で
掲

載
し
ま
す
。
大
会
結
果
と
大
会
事

務
局
の
連
絡
先
を
秘
書
広
報
室

ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
ま
は
た
フ
ァ
ッ

ク
ス
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

F 

43
・
５
１
０
２
、
Ｅ
メ
ー

ル
：ko

u
h
o
u
_to
u
kei@

to
w
n
.

m
in
am
iaw
aji.h

yo
go
.jp

お知らせ

17 16

    

川
卓
「
５
年
に
一
度
、
日
本
中
で

行
う
統
計
調
査
『
国
勢
調
査
』
が

今
日
や
っ
て
き
ま
し
た
」

Ｍ
典
「
市
内
に
子
ど
も
や
高
齢
者

が
何
人
住
ん
で
い
る
？
と
か
、
ど

ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の

か
？
と
か
、
今
後
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
う
え
で
大
切
な
調
査
で
す
」

川
卓
「
と
こ
ろ
で
南
あ
わ
じ
市
に
は

何
人
住
ん
で
い
る
ん
で
し
ょ
う
？
」

M
典
「
平
成
７
年
は
５
６
６
６
４

人
、
平
成
12
年
は
５
４
９
７
９
人

だ
っ
た
か
ら･･･

、
う
ー
ん
。
皆

さ
ん
も
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？
」

人
口
当
て
ク
イ
ズ

▽
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
予
想
人

口（
１
の
位
ま
で
）、郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
を
明

記
。
お
１
人
様
１
回
に
限
る
。

10
月
20
日
ま
で
の
消
印
有
効
。

▽
応
募
先　

〒
６
５
６
―
０
４
７ 

２ 

市
善
光
寺
18
―
27　

南
あ

わ
じ
市
総
務
部
秘
書
広
報
室

▽
賞　

ぴ
っ
た
り
賞
１
名
（
近
い
で

賞
含
む
）
＝
加
地
亮
選
手
の
サ
イ

ン
入
り
色
紙
、
お
し
か
っ
た
で
賞

（
10
名
）
＝
素
敵
な
賞
品

▽
人
口
発
表　

12
月
末
公
表
の
速

報
集
計
人
口
を
２
月
号
に
掲
載

▽
当
選
発
表　

当
選
者
の
発
表
は

商
品
の
発
送
に
替
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ら
か
室
集
編

ス
ポ
ー
ツ
各
種
大
会
結
果  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

文
化
・
そ
の
他　

イ
ベ
ン
ト
的
訓
練
か
ら
頭
の
防
災
訓
練
へ

まちづくり・防災課
☎50-3035

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

　

今
、
防
災
訓
練
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
防
災
訓
練
と
い
う

と
、
市
役
所
や
消
防
、
警
察
、
自

衛
隊
、
医
療
機
関
、
水
道
、
ガ
ス
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
防
災
関

係
機
関
が
集
合
し
て
お
こ
な
う
イ

ベ
ン
ト
型
訓
練
が
主
で
し
た
。
こ

こ
で
問
題
な
の
は
、本
来
「
主
役
」

と
な
る
住
民
が
単
な
る
見
物
人
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
事
実
で
す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
防

災
関
係
機
関
は
、
訓
練
時
の
よ
う

な
力
は
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
防
災
機
関
が
本
当
に
機
能
し
始

め
る
の
は
、
災
害
発
生
後
、
数
時

間
ま
た
は
数
日
後
で
あ
る
の
が
事

実
で
す
。
新
潟
県
中
越
地
震
や
台

風
十
四
号
な
ど
大
災
害
が
頻
繁
に

起
き
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
市
町

村
、
消
防
団
、
消
防
署
、
警
察
署
、

自
衛
隊
は
少
人
数
で
あ
り
、
救
助

活
動
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
力
を
発

揮
し
て
も
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

災
害
初
動
時
に
一
番
力
を
発
揮
す

る
の
が
、
自
助
・
共
助
の
自
主
防

災
で
す
。防
災
の
基
本
は「
自
助
：

共
助
：
公
助
＝
７
：
２
：
１
」
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
自
分
た
ち
に
は
ど

ん
な
訓
練
が
必
要
な
の
か
？
そ
れ

を
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
避

難
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
高
齢
者
を
ど
の
よ
う
に
避
難

さ
せ
る
か
？
家
族
の
安
否
確
認
の

方
法
は
？
な
ど
。
身
近
な
課
題
を

検
討
す
る
こ
と
も
立
派
な
訓
練
で

す
。
そ
れ
を
毎
年
、
地
域
の
防
災

訓
練
と
し
て
実
践
し
、
反
省
点
を

次
の
訓
練
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

一
方
、
行
政
は
、
情
報
伝
達
手

段
の
確
保
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
、
災
害
医
療
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
、
災
害
ゴ
ミ

の
処
理
な
ど
を
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
か
を
検
討
し
、
訓
練

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
型
訓
練
は
そ
れ
な
り

の
効
果
も
あ
り
ま
す
が
、
見
た
目

ほ
ど
そ
の
効
果
は
大
き
く
あ
り
ま

せ
ん
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
い

か
に
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

い
か
に
真
剣
に
考
え
る
か
、
実
質

的
な
防
災
訓
練
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

北阿万地区下水道工事
夜間通行止めのお知らせ
　北阿万地区下水道工事に伴い、県道洲

本南淡線の吉見電気前から八
やつ ま た い け

ツ又池にか

けて、夜間通行止めとなります。

　ご協力をお願いします。

●期間　10月３日～ 12月 20日（日曜

日は除く）

●作業時間　午後９時～午前６時

●迂回路　誘導・案内は交通整理員、看

板等で行います。

●問い合わせ

　下水道課☎５０－３０３９

南あわじ市観光協会
ホームページを開設
　市内の観光、宿泊、グルメ情
報等を満載したホームページを
９月１日から開設しました。
　ホームページでは各種イベン
ト情報等を随時お知らせしま
す。また、市内に訪れた方々の
感想やおすすめ情報等を投稿す
るコーナーもあり、親しみやす
いページになっています。

ホームページアドレス
http://minamiawaji.info/

■問い合わせ
　商工観光課☎３７－３０１２

八
ツ
又
池

北
阿
万
連
絡
所

北
阿
万
公
民
館

吉見電気

北阿万小学校

薬王寺

至　国衙

至　阿万

県
道
洲
本
南
淡
線

夜間通行止め
10月３日～
12月 20日
※日曜日は除く

▲島内から約1000人の方が大会に参加し、
　スポーツで交流を図りました（グラウン
　ドゴルフ）

ホームページグループ
参加者の募集

　現在、下記の公民館を拠点に
ホームページグループ（HPG）
を開設し、公民館事業をはじめ
各地域の情報発信のためのホー
ムページを作成しています。

・南淡公民館　　・賀集公民館
・北阿万公民館　・阿万公民館
・灘公民館　　　・沼島公民館

　経験の有無を問わず、各自の
得意分野でいっしょに楽しく学
びあい、助けあっています。
　それぞれのHPへは、南あわ
じ市ホームページリンク集から
簡単にアクセス出来ます。

■問い合わせ
　各公民館へ（電話番号は22
ページに掲載）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
）

　

船
木
茂
浩
さ
ん
（
松
帆
）
が

九
月
二
十
三
〜
二
十
六
日
に
富

山
県
で
行
わ
れ
た
「
日
本
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
サ
ッ
カ
ー

競
技
大
会
」
に
兵
庫
県
代
表
選

手
と
し
て
出
場
し
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

サ
ン
プ
ー
ル
水
泳
教
室
所
属

の
打
越
雅
美
さ
ん
（
洲
本
市
）

が
八
月
二
十
七
日
に
東
京
で
行

わ
れ
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
」
の
十
八
歳
以
下
・
四
百

メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

「
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
」
が
三
原
公
民
館
で
開
か
れ
る

県
知
事
を
囲
ん
で
、
だ
ん
じ
り
唄
の
振
興
を
語
る

　

兵
庫
県
知
事
と
地
域
で
活
動
し

て
い
る
実
践
活
動
グ
ル
ー
プ
が
、

自
由
に
意
見
を
交
わ
し
、
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
さ
わ

や
か
ト
ー
ク
」
が
九
月
三
日
、
三

原
公
民
館
で
行
わ
れ
、
三
原
だ
ん

じ
り
唄
保
存
会
青
年
部
（
小
林
健

司
代
表
）
十
四
人
が
井
戸
敏
三
知

事
と
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
は
ま
ず
、
知
事
に
だ

ん
じ
り
唄
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

だ
ん
じ
り
唄
「
玉
た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ

藻
前
旭
の
袂
た
も
と

三

福
良
地
区
防
災
訓
練

災
害
時
に
備
え
、
土
の
う
づ
く
り
訓
練

市
内
各
地
で
敬
老
を
祝
う
催
し

い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
ね

段
目　

道
み
ち
は
る
や
か
た

春
館
の
段
」
を
熱
唱
。

そ
の
後
、
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
し
、

だ
ん
じ
り
唄
の
現
状
や
課
題
、
将

来
性
な
ど
に
つ
い
て
、
笑
い
話
も

入
り
混
じ
り
な
が
ら
、
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
だ
ん
じ
り
唄
が
現
在

も
伝
承
さ
れ
、
盛
ん
に
唄
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
激
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
か

ら
も
「
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く

に
は
後
継
者
の
育
成
が
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
」
な
ど
と
知
事
に
話
し

ま
し
た
。

　

土
の
う
づ
く
り
で
は
、
市
役

所
防
災
担
当
課
職
員
か
ら
作
り

方
の
指
導
を
受
け
、
約
二
時
間
で

千
七
百
個
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま

た
婦
人
会
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
も
行
わ
れ
、
二
百
五
十
個
の

お
に
ぎ
り
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

芝し
ば
と
し
ひ
ろ

壽
浩
同
協
議
会
長
は
「
災
害

時
に
住
民
が
助
け
合
い
、
円
滑
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
、
避
難
経
路
や
独

居
老
人
の
世
帯
の
調
査
も
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
な
ど

に
備
え
よ
う
と
、「
福
良
地
区
防

災
訓
練
」（
福
良
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
主
催
）
が
九
月
四
日
、

波
戸
の
浜
公
園
で
行
わ
れ
、
地
区

の
住
民
約
二
百
七
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
時
に
は
、
同
地
区

の
多
く
の
家
屋
で
浸
水
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、

今
回
は
、
土
の
う
づ
く
り
を
中
心

に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　綱引きチームの飛
ひしょうかい

翔会（中
なかおりゅうた

尾隆太代表、メンバー 14 人）が

10月１日～３日に岩手県で行われる「全国スポーツ・レクリエー

ション祭スポレクいわて２００５」の男女混合綱引に出場します。

　同チームは１月 23日に加古川市で行われた県綱引選手権大会

で全勝優勝し、出場を決めました。また、８月 21日に大阪・舞

洲アリーナで行われた「おおさかシティ全日本選抜綱引大会」男

女混合の部にも出場し、優勝しています。

第10回
南淡路だんじり唄交流会観客を魅了した迫力の唄声

　だんじり唄愛好グループが唄を披露し、交流を図る「第 10回南淡

路だんじり唄交流会」が、８月 28日に賀集公民館で行われました。

　参加した高校生や女性、青年など 11グループは平家物語や忠臣蔵

を題材としただんじり唄を次々と披露。感情のこもった迫力ある唄声

に、観客から大きな拍手が送られていました。小林健司実行委員長は

「回を重ねるごとに参加団体が増え、地域の文化を通じて和が広がっ

ていると実感している」と話されました。

船ふ
な
き
し
げ
ひ
ろ

木
茂
浩
さ
ん
マ
ス
タ
ー
ズ

サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
出
場

▲手際よく土のうを作る住民たち

市
内
４
か
所
で
敬
老
会

　

九
月
十
九
日
・
敬
老
の
日
、
市

内
の
高
齢
者
の
ご
長
寿
を
祝
い
、

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
と
御
原
中
学

校
、
三
原
健
康
広
場
、
文
化
体
育

館
の
四
会
場
で
敬
老
会
式
典
が
開

か
れ
、
約
二
千
五
百
人
の
方
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
南
あ
わ
じ
市
の

発
展
に
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
し
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ま

方
の
力
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
お

祝
い
を
述
べ
、
最
高
齢
者
と
金
婚

夫
婦
に
表
彰
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
和
太
鼓
や
だ
ん

じ
り
唄
、
カ
ラ
オ
ケ
、
子
ど
も
た

ち
の
ダ
ン
ス
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。

市
長
の
表
敬
訪
問

　

九
月
二
日
、
市
長
が
敬
老
の
お

祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う

と
、
市
内
在
住
の
百
歳
以
上
の
高

齢
者
九
名
の
方
の
自
宅
な
ど
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

一
〇
三
歳
を
迎
え
た
佃
き
み
の

さ
ん
宅
（
賀
集
）
で
は
、
中
田
市

長
か
ら
「
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
の
激
動
の
時
代
を
乗
り
越

え
、
長
寿
の
道
を
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
長
年
に
亘
り
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
お
祝
い

を
述
べ
ま
し
た
。

　

佃
さ
ん
か
ら
は「
家
族
を
始
め
、

地
域
の
方
々
な
ど
か
ら
大
切
に
し

て
く
れ
て
い
る
。
高
齢
者
に
と
っ

て
あ
り
が
た
い
時
代
で
す
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

祖
父
母
と
の
集
い

　

市
内
の
全
保
育
所
（
園
）
で
九

月
、
高
齢
者
の
方
と
ふ
れ
あ
い
の

機
会
を
持
と
う
と
、「
祖
父
母
と

の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

倭
文
保
育
園
で
は
、
園
児

五
十
九
人
が
よ
さ
こ
い
踊
り
や
体

操
、
歌
を
披
露
し
て
祖
父
母
ら
を

歓
迎
。
ま
た
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
童
謡
を
歌
っ
た
り
と
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
祖
父
母

ら
は
「
孫
と
触
れ
合
え
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲唄を披露する三原だんじり唄保存会新青年部 ▲９月16日、中田市長から激励を受ける
　飛翔会の皆さん

▲金婚夫婦を祝い表彰（西淡会場）

綱引きチーム・飛
翔会の皆さん綱引きで全国大会へ

◆
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

▽
ボ
ー
ト
・
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
：

齋
藤
愛あ
い
か佳
（
柳
学
園
高
校
）
＝

三
位
、
竹た
け
ぶ
ち
な
お
や

渕
直
哉
（
洲
本
実
業

高
校
）
▽
ボ
ー
ト
・
ク
オ
ド
ル

プ
ル
：
中
田
百ゆ

か香
（
洲
本
高

校
）
＝
五
位
、
清
水
晶ま
さ
や也
（
柳

学
園
高
校
）
▽
陸
上
競
技
・
女

子
百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
：

服は
っ
と
り
め
ぐ
み

部
愛
美
（
洲
本
高
校
）
＝
七

位
▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
：
小
泉

正ま
さ
と人
（
洲
本
実
業
高
校
）

◆
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
・
日
本
音
楽
部
門

奥
田
章あ

き
こ子

（
洲
本
高
校
）、
原

由ゆ

ま真
（
同
）

◆
女
子
高
校
生
に
よ
る
ユ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会

稲
本
明あ
き
こ子
（
洲
本
実
業
高
校
）

市
内
在
住
の
高
校
生
、

　

全
国
大
会
に
出
場
（
敬
称
略
）

▲船木茂浩さん

▲祖父母とゲームをして遊ぶ園児たち（倭文保育園）

▲朗らかに井戸知事と語り合うだんじり唄グループのメンバー

2005.10.1発行

▲上段左から豊田先生（洲本）、小泉、
　中田市長、竹渕、數田先生（洲実）、川野助役
　下段左から原、奥田、稲本、服部、中田

サ
ン
プ
ー
ル
水
泳
教
室
所
属
の

打う
ち
こ
し
ま
さ
み

越
雅
美
さ
ん
が
全
国
優
勝▲打越雅美さん

▲清水晶也

▲齋藤愛佳

▲市長の訪問に笑顔で迎える佃さん
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南
あ
わ
じ
市
臨
時
職
員

◆
臨
時
管
理
栄
養
士

▽
期
間　

11
月
１
日
〜
平
成
18
年

３
月
31
日

▽
応
募
資
格　

管
理
栄
養
士
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許

▽
募
集
人
数　

１
名

▽
業
務　

栄
養
改
善
・
指
導
業
務

▽
賃
金　

月
額
21
万
６
６
０
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
勤
務
地　

西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
南
淡
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
受
付
期
間　

10
月
３
日
（
月
）

〜
17
日
（
月
）

▽
申
込
み　

履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
南
淡
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
（
賀
集
１
０
６
５

―
７
）
へ
提
出

▽
問
い
合
わ
せ　

南
淡
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
50
・
２
１
２
２

◆
臨
時
保
健
師 

▽
期
間　

12
月
１
日
〜
平
成
18
年

６
月
30
日
（
予
定
）

▽
応
募
資
格　

保
健
師
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許

▽
募
集
人
数　

１
名

▽
業
務　

保
健
師
業
務

▽
賃
金　

月
額
24
万
円
前
後
（
日

額
１
万
２
千
円
×
日
数
）
と
交

通
費
別
途
支
給

▽
勤
務
地　

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
受
付
期
間　

10
月
３
日
（
月
）

〜
17
日
（
月
）

▽
申
し
込
み　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
緑
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
広
田
広
田

１
０
６
１
―
１
）
へ
提
出

▽
問
い
合
わ
せ　

緑
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
44
・
３
０
０
９

市
営
住
宅
入
居
者

◆
対
象　

政
令
月
収
20
万
円
以
下

◆
受
付
期
間　

10
月
３
日
（
月
）

〜
７
日
（
金
）
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
公

開
抽
選
日
は
10
月
19
日
（
水
）

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
☎

37
・
３
０
１
６

○
し
づ
お
り
団
地　
（
倭
文
庄
田

２
８
５
―
１
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸　

３
０
５
号

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

▽
家
賃
月
額　

２
万
２
千
５
百
円

〜
３
万
７
千
３
百
円

▽
駐
車
料
金　

１
台
に
つ
き
月
額

２
千
５
百
円

○
富
田
住
宅（
神
代
富
田
７
―
６
）

▽
募
集
戸
数　

２
戸　

Ｄ
棟

３
０
１
号
、
３
０
２
号　

３
Ｄ

Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
8
年
度

▽
家
賃
月
額　

２
万
２
千
６
百
円

〜
３
万
７
千
４
百
円

▽
駐
車
場　

民
間
契
約

南
あ
わ
じ
市
神
戸
寮
入
居
者

▽
入
所
資
格　

阪
神
間
に
就
学
・

就
職
さ
れ
て
い
る
方
で
、
未
婚

の
青
年
男
女
ま
た
は
単
身
赴

任
者

▽
所
在
地　

神
戸
市
長
田
区
房
王

寺
町
６
丁
目
２
の
５
神
戸
電
鉄

『
長
田
駅
』
下
車
・
徒
歩
２
分

▽
募
集
数　

４
室
（
先
着
順
）

▽
家
賃
等　

　

Ａ
タ
イ
プ　

３
万
５
千
円

　

共
益
費
１
千
円
、
敷
金
は
寮
費

の
３
か
月
分　

▽
受
付　

10
月
３
日
（
月
）
受
付

開
始
。
満
室
に
な
り
次
第
締
切

▽
入
寮
期
間　

２
年
間　

▽
申
込
先　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

平
成
18
年
度
学
院
生

▽
募
集
科
目　

情
報
サ
ー
ビ
ス

科
、
パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
科
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
、
パ
ソ
コ

ン
Ｃ
Ａ
Ｄ
科　

全
科
１
年
制

▽
定
員　

各
科
と
も
10
名

▽
募
集
期
限　

10
月
12
日
（
水
）

▽
選
考
日
時　

10
月
20
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
選
考
場
所　

県
立
障
害
者
高
等

技
術
専
門
学
院

▽
授
業
料　

無
料
（
教
科
書
・
検

定
受
講
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

▽
問
い
合
わ
せ　

同
専
門
学
院
☎

０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー

　

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
家
族
そ
ろ
っ
て
、
収
穫
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
い
も
ほ

り
体
験
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
み
か
ん
園
地　

北
谷
敏
江
農
園
、

　

北
谷
清
美
農
園
、
原
上
農
園
、

前
川
農
園
、
松
井
農
園
、
山
中

農
園
、
安
田
農
園

▽
芋
掘
り
菜
園　

ひ
ろ
子
菜
園

▽
料
金　

み
か
ん
オ
ー
ナ
ー
料
は

一
本
あ
た
り
３
千
円
〜
１
万

円
、
芋
掘
り
体
験
は
一
口
（
３

株
）
６
百
円

▽
募
集
期
間　

10
月
６
日
（
木
）

〜
21
日
（
金
）

※
予
定
本
数
に
な
り
次
第
締
切

▽
申
し
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る

さ
と
応
援
隊
内
み
か
ん
の
木

オ
ー
ナ
ー
協
会
事
務
局
☎
46
・

０
３
０
１

介
護
教
室 

▽
内
容　

歯
周
病
の
予
防

▽
日
時　

10
月
１
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
講
師　

遠
藤
俊
樹
歯
科
医
師

（
東
洋
歯
科
医
院
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
太
陽
の
家
〕
☎
43
・

３
８
０
３

犬
の
し
つ
け
方
教
室

▽
日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

講
習
：
三
原
公
民
館
、

実
技
：
市
地
区
公
民
館
駐
車

場
（
公
民
館
前
）

※
雨
天
時
は
三
原
図
書
館
駐
車
場

▽
応
募
資
格　

概
ね
4
か
月
齢
か

ら
１
歳
齢
。
登
録
犬
で
狂
犬
病

予
防
注
射
等
を
済
ま
せ
て
い
る

▽
実
施
内
容　

講
習
：
し
つ
け
の

必
要
性
と
基
本
、
実
技
：
服
従

訓
練
な
ど

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
先　

洲
本
健
康
福
祉
事
務

所
☎
26
・
２
０
６
８

地
元
出
身
・
加か

じ
あ
き
ら

地
亮
選
手

大
ス
ク
リ
ー
ン
応
援

　

加
地
亮
選
手
が
フ
ァ
ン
投
票
で

選
ば
れ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
に
出
場

し
ま
す
。　

※
９
月
22
日
現
在

▽
試
合　

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
オ
ー
ル
ス
タ

ー
サ
ッ
カ
ー

▽
日
時　

10
月
９
日
（
日
）
午
後

１
時
キ
ッ
ク
オ
フ
、
正
午
開
場

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

　

※
入
場
無
料
。
50
名
先
着
予
約

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・ 

５
５
７
９

幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー
の

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
安
値
で
販
売
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

目
的
に
開
催

▽
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
・
安
田

安
義
☎
42
・
２
０
４
７

う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
（
毎
月
第
４
日
曜
）

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
跡
地
）

▽
問
い
合
わ
せ　

福
良
漁
業
協
同

組
合
☎
52 

・
０
０
６
４

ゆ
と
り
っ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

▽
内
容　

ジ
ム
と
プ
ー
ル
で
肩
こ

り
や
腰
痛
、
ス
ト
レ
ス
を
解

消
。
プ
ー
ル
で
は
泳
が
な
い

で
、
水
中
歩
行
と
ダ
ン
ベ
ル
運

動
を
し
ま
す

▽
期
間　

10
月
〜
11
月

▽
場
所　

ゆ
と
り
っ
く

▽
問
い
合
わ
せ　

ゆ
と
り
っ
く

　

☎
36
・
５
７
９
０

保
育
所
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
デ
ー

　

子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
悩
み
、
相
談
何

で
も
お
気
軽
に
電
話
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

毎
月
第
１
、３
の
火
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
対
象　

未
就
園
児
の
保
護
者

▽
相
談
先　

市
立
保
育
所
（
園
）

▽
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２

法
の
日
の
無
料
相
談
会

▽
相
談
事
項　

借
地
、
借
家
、
結

婚
な
ど
の
家
事
問
題
。
人
権
、

金
銭
貸
借
、
交
通
事
故
、
騒
音

な
ど
の
生
活
妨
害
、
近
隣
と
の

も
め
ご
と
な
ど
社
会
問
題
。
こ

れ
ら
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
７
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

第
１
・
２
会
議
室
、
西
淡
第
２
庁

舎
集
会
室
、
三
原
市
民
セ
ン
タ

ー
会
議
室
、
南
淡
公
民
館
２
階

▽
相
談
内
容　

人
権
相
談
（
人
権

擁
護
委
員
）、
土
地
境
界
・
登

記
関
係
相
談
（
土
地
家
屋
調
査

士
・
行
政
書
士
・
司
法
書
士
）、

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協

議
会
）

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

酒
害
教
室
（
相
談
）

▽
内
容　

お
酒
を
や
め
た
い
方
や

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
ん
で

い
る
方
、
ご
家
族
の
た
め
の
酒

害
教
室
（
相
談
）

▽
日
時　

10
月
20
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
場
所　

西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
助
言
者　

新
淡
路
病
院　

木
戸

上
院
長

▽
問
い
合
わ
せ　

三
原
健
康
福
祉

事
務
所
☎
52
・
０
０
９
９

2005.10.1発行 20

法律相談（先着１０名）
◆内容　市民対象の市顧問弁護士による
◆日時　11日（火）13:30 ～ 16:30
　　　　25日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター１階小会議室
◆申込み　市民課☎ 43-5023

行政相談
◆内容　市民対象の行政相談委員による
◆日時　12 日（水）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原公民館小会議室
◆問い合わせ　市民課☎ 43-5023

就職の悩み相談（キャリアカウンセリング）
◆日時　５、19日（水）13:00 ～ 17:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　淡路しごと情報広場☎22-3601

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）
◆日時　21日（金）　9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
（法律相談）
◆日時　14、28日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）☎0120-36-7830

交通事故相談
（淡路市役所本庁舎）
◆日時　13日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0799-64-0001
（県洲本総合庁舎）
◆日時　20日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0120-36-7830

パソコンで対話する法律相談
◆日時　毎週木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（多重債務者相談）
◆日時　24日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123

あわじ障害者生活支援センター移動相談
場 所 日　時

南淡公民館 ６日(木)13:00～16:00
西淡公民館 13日(木)13:00～16:00
三原公民館 20日(木)13:00～16:00
緑公民館 27日(木)13:00～16:00
◆あわじ障害者生活支援センター
 　☎ 22-5444　F22-5446

聴覚障害者のための移動相談
◆日時　12日（水）9:00 ～ 12:00
◆場所　沼島総合センター
◆問い合わせ　淡路聴覚障害者センター
　☎ 24-3850　F26-1175

10月の無料相談

相　

談

ご
案
内

募　

集
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
伊加利山村広場☎39-1126
温水プール☎42-4994
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-3535
津井地区公民館☎38-0010
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎15-1036（CA）
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
阿万地区公民館☎55-0046
北阿万地区公民館☎55-0055
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●いのちのリレー
川久保美紀著（ポプラ社）

末期ガンで余命わずかと
宣告されながらも教壇に
立ち、子どもたちに「い
のちの意味」を問いつづ
けながら逝った、ある教
育者の「生きた証」を綴
るノンフィクション。

●おおかみのネクタイ
　ふじはらなるみ著（ARTBOX
　インターナショナル）
緑公民館図書室☎44-3008

●男の腹やせダイエット
風本真吾著（メディカルサロン）

お酒も肉も甘いものもＯ
Ｋ、リバウンドもしない、
健康的にそして確実に、働
く男性の生活パターンを
考慮したダイエットを紹
介します。

●家族で楽しむ日本の行事としきたり
　石田繁美編（ポプラ社）

三原図書館☎43-5037

●コスモスさんからおでんわです
杉みき子作・津田櫓冬絵（教育画劇）

コスモス通りはコスモス
の花の真っ盛り。でも、き
ずついた花がありました。
ルミがその花を助けると、
ある日、不思議な電話が…。
コスモスの花咲くこの時
期におすすめの絵本です。

●人はなぜ色にこだわるのか
　村山貞也著（ＫＫベストセラーズ）

西淡公民館図書室☎37-3028

●こぶたは大きい
ダグラス・フロリアン作（ＢＬ出版）

ぼくはこぶただけど、大き
いぞ。ぶたより大きいも
のってあるのかな。言葉遊
びを織り交ぜながら、自分
の存在の大切さをうたっ
た絵本。

●地球のなおし方
　ドネラ・Ｈ・メドウズ著
　（ダイヤモンド社）
南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日
                  月末整理日（平日）
　※　図書・AV資料等は大切にお取扱い
　　　ください。

● 図書館（室）は、『静かに落ち
着いて読書できる』ところで
す。

　私語は、周りの人の迷惑になり
ますので、極力慎み、静粛に心
がけてください。お子様連れの
方は、館（室）内を走り回った
り、騒いだりしないよう、ご協
力をお願いいたします。

●読書コーナーでは、携帯電話で
の会話や飲食・喫煙は禁止いた
しております。

●図書等を借りられた方は、返却
期日までに必ずご返却くださ
い（予約が入っている場合があ
ります）。休館日及び時間外に
返却に来られた方は、「返却ポ
スト」に投函してください。

みんなで快適に利用しましょう !

みんなで気持ちよく利用するために

ま
な
び
の
扉

（
☎
36
・
２
１
３
７
）

▽
内
容　

作
品
展
示
、
お
茶
席
、

読
み
聞
か
せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

グ
カ
ッ
プ
づ
く
り
、
屋
台
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◆
三
原
文
化
芸
能
祭（
舞
台
発
表
）

▽
日
時　

11
月
３
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館
（
☎
43
・

５
０
３
８
）

◆
三
原
文
化
展
（
展
示
発
表
）

▽
作
品
展
示　

11
月
１
日
（
火
）

〜
３
日
（
木
）、
三
原
公
民
館
・

三
原
図
書
館
ロ
ビ
ー
に
て

▽
菊
花
展
・
菊
人
形
展　

11
月
１

日
〜
11
月
上
旬
、
三
原
公
民
館

前
駐
車
場
に
て

▽
小
中
学
生
作
品
展
示　

11
月
１

日
〜
11
月
中
旬
、
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
に
て

◆
南
淡
・
賀
集
・
北
阿
万
公
民
館

文
化
展
（
展
示
発
表
）

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）・
６

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
▽
場
所　

各
公
民
館

サ
ン
プ
ー
ル
の
休
館

　

10
月
２
日
（
日
）、
サ
ン
プ
ー

ル
で
は
サ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
大
会
の

た
め
、
休
館
し
ま
す
。
た
だ
し
、

一
般
の
方
は
午
前
10
時
〜
11
時
ま

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

サ
ン
プ
ー
ル

　

☎
42
・
４
９
９
４

地
区
文
化
祭
・
芸
能
祭

◆
緑
文
化
祭
（
展
示
発
表
）

▽
日
時　

11
月
１
日
（
火
）
〜
３

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
（
時
間
は
予
定
）

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
（
☎

44
・
３
０
０
８
）

◆
西
淡
総
合
文
化
祭

▽
日
時　

11
月
３
日
（
木
）
〜
６

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
▽
場
所　

西
淡
公
民
館
（
☎
37
・

３
０
２
８
）

▽
内
容　

作
品
展
示
、
芸
能
発
表

（
６
日
午
後
12
時
〜
）

◆
松
帆
公
民
館
ま
つ
り

▽
日
時　

10
月
２
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　 シリーズ

　おのころ島遺跡は、榎
えなみ

列のおのころ島神社周辺に広

がる遺跡です。平成 12年度の調査で神社のすぐ北か

ら約 5,000 年前の縄
じょうもん

文時代中頃の土器がまとまって

出てきました。全体の形は分かりませんが、煮炊きに

使用されたと思われる深
ふか

鉢
ばち

で、表面に縄で模様を付け

たものが幾つかあります。

◆問い合わせ　埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
・
俳
句
祭

▽
日
時　

10
月
23
日
（
日
）
午
後

１
時
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

募
集
作
品
の
表
彰
、
当

日
投
句
・
課
題
「
鰯
い
わ
し
ぐ
も雲
」
１
句

お
よ
び
吟
行
句
１
句
（
会
場
で

受
付
）

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
文
化

振
興
課
☎
37
・
３
０
２
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

▽
開
館　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
休
館
日
：
月
曜
、
祝
日
の
翌

日
、
年
末
年
始
）

▽
大
展
示
室　

テ
ー
マ
展
示

「
義
よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
だ
い
も
つ
う
ら

経
千
本
桜
大
物
浦
の
段
」

▽
特
別
展
示
屋　
「
淡
路
人
形
頭

展
」
三
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ

ッ
ジ
木で

こ偶
づ
く
り
講
座
生
21

名
、
48
点
の
作
品
を
展
示
。
11

月
３
日
（
木
）
ま
で

▽
第
２
展
示
室　
「
淡
路
人
形
絵

画
展
」
一
般
16
人
、
高
校
生
７

人
、
28
点
の
力
作
を
展
示
。
10

月
25
日
（
火
）
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ 

淡
路
人
形
浄
瑠

璃
資
料
館
☎
43
・
５
０
３
７

玉
青
館
イ
ベ
ン
ト

◆
『
奥
山
普
展
』
好
評
開
催
中
!!

　

10
月
30
日
（
日
）
ま
で
。
一
部

展
示
作
品
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。

◆
『
日
曜
の
午
後
は
、
音
楽
の
あ

る
美
術
館
』

▽
日
時　

①
10
月
９
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
。
ピ
ア
ノ
・
伊
藤
美

鈴
さ
ん
②
10
月
23
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
。
バ
イ
オ
リ
ン
・
木

戸
良
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
・
伊
藤

美
鈴
さ
ん

◆ 

次
回
展
覧
会
の
ご
案
内

　

阪
神
・
姫
路
美
術
館
等
合
同
展

覧
会
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
に
行
き

た
い
！
『
人
の
か
た
ち
・
人
の

い
と
な
み
』

▽
期
間　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

〜
12
月
11
日
（
日
）

※
展
示
室
入
替
の
た
め
11
月

１
・
２
日
は
休
館
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

玉
青
館
☎
36
・

２
３
１
４

天
体
観
測
会

月
面
と
火
星
を
見
よ
う

▽
日
時　

10
月
８
日
（
土
）
午
後

８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
問
い
合
わ
せ　

神
代
小
学
校
天

体
観
測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

代
表
・
木
田
徹
☎
０
９
０
・ 

３
６
１
６
・
３
８
２
４

お
の
こ
ろ
島し

ま

遺
跡

３

2005.10.1発行

▲淡路人形絵画展

初回トレーニング講習会の受講者募集
　　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６名（完全予約制）
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは 10月５日（水）午前８時 30分か
ら電話で受付します。☎ 50-5077

※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月　日 曜日 第1講習時間 第2講習時間

10月 9日 日 10:30 ～ 14:00 ～

10月 16日 日 10:30 ～ 14:00 ～

10月 21日 金 13:30 ～ 18:30 ～

 

1
 2 　 3  4  5  6  7  8
 9  1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5
1 6  1 7  1 8  1 9  2 0  2 1  2 2
2 3  2 4  2 5  2 6  2 7  2 8  2 9 
3 0   3 1

●10月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです
月末日

▲出土した縄文土器
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結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
池上　誠一（賀　集）

中 田     実（   灘   ）

久留米勝行（潮美台）

里村　　茂（福　良）

新﨑　一路（津　井）

上田　　剛（倭　文）

泉　　典宏（福　良）

増井　　満（福　良）

坂本　　智（福　良）

伊吹　智則（松　帆）

山本　玲子（神　代）

池田　智明（松　帆）

住吉ひとみ（大阪府）

太田　まみ（八　木）

桑島　　心（志　知）

堤　美穂（津　井）

居神あゆみ（福　良）

平野みゆき（潮美台）

永野惠美子（高知県）

松井　彩子（松　帆）

８月 21 日

８月 27 日

９ 月 ２ 日

９ 月 ２ 日

９ 月 ２ 日

９ 月 ９ 日

９月 10 日

９月 10 日

９月 19 日

９月 19 日

平成17年９月19日までの受付分（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。

赤ちゃん
性
別

保護者 地区 出生日

長田琉
りゅうのすけ

之介

片山　　涼
りょう

林　　祐
ゆうた

太

西田有
あ す か

純佳

竹谷　亮
りょうた

汰

岩岡　美
みさき

咲

西　　歩
あずみ

紀

大井　晃
てるよし

愛

前田　哲
てった

汰

松尾　夏
か ほ

帆

坂本　仁
ひとし

志

榎本　葉
はづき

月

藤川　宗
そうま

真

東根　綾
あやか

香

下田　健
けんと

人

谷間真
ま り あ

理愛

細川　叶
かなと

翔

山本穂
ほ の か

希香

松下　葵
あおい

生

田村　輝
きらと

虎

原　穂
ほ の か

乃香

近野　結
ゆ さ

咲

阿部　葵
あおば

羽

西野晴
せいたろう

太郎

寺西　　柚
ゆず

津國　悠
ゆうき

希

川崎妃
ひ み か

弥佳

眞野　佑
ゆうき

基

吉見　咲
さ ほ

穂

中田　寛
ひろと

人

大道　優
ゆ き

希

入口　絢
あやね

羽

前川　愛
あ ゆ

結

遠藤　歩
ほまれ

希

西都　将
まさずみ

純

福田　陸
りくと

杜

田瑠
る い と

惟斗

男

男

男

女

男

女

女

男

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

男

女

女

男

男

女

女

女

男

女

男

女

女

女

男

男

男

男

充 洋

幹 雄

賢 次

克 巳

佳 範

毅

義 則

忠

眞 吾

芳 和

晃 章

裕 行

靖 夫

正 幸

康 一

大 樹

浩 二

恵 生

幸 司

和 穂

圭 司

徹

俊 文

奈 美

宏 之

哲 哉

健一郎

淳

和 也

宗 利

真 之

貴

規 人

恭 男

正 樹

小 織

智 万

広 田

阿 万

潮美台

津 井

松 帆

榎 列

松 帆

福 良

神 代

大阪府

阿 万

榎 列

志 知

広 田

八 木

賀 集

八 木

広 田

松 帆

神 代

津 井

淡路市

潮美台

阿 万

市

北阿万

市

大阪府

賀 集

倭 文

倭 文

市

榎 列

東京都

市

伊加利

賀 集

８月 10 日

８月 10 日

８月 10 日

８月 13 日

８月 15 日

８月 18 日

８月 19 日

８月 19 日

８月 21 日

８月 23 日

８月 23 日

８月 24 日

８月 24 日

８月 24 日

８月 25 日

８月 26 日

８月 26 日

８月 26 日

８月 28 日

８月 29 日

８月 30 日

８月 30 日

８月 31 日

８月 31 日

９ 月 １ 日

９ 月 ２ 日

９ 月 ４ 日

９ 月 ４ 日

９ 月 ４ 日

９ 月 ５ 日

９ 月 ５ 日

９ 月 ５ 日

９ 月 ６ 日

９ 月 ７ 日

９ 月 ７ 日

９ 月 ９ 日

９月 12 日

出生

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 
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『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
今
年
も
市
内

の
小
・
中
学
生
が
大
勢
応
募
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

い
い
作
文
に
出
会
っ
た
時
、
作

者
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
心

が
温
か
く
な
っ
て
き
ま
す
。
一
度

こ
の
子
に
会
い
た
い
な
と
い
う
思

い
が
し
て
き
ま
す
。

　

経
験
や
体
験
を
も
と
に
、
自
分

の
考
え
を
素
直
に
表
現
し
た
文
章

は
、
読
む
人
た
ち
に
感
動
を
与
え

ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」「
が
ん
ば
っ

た
よ
」「
で
き
た
よ
」「
う
れ
し
か
っ

た
よ
」「
悲
し
か
っ
た
よ
」「
つ
ら

か
っ
た
よ
」「
こ
う
考
え
て
い
る

よ
」･･･

。
そ
ん
な
思
い
を
い
っ

ぱ
い
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
大
事

に
し
た
い
こ
と
は
、
そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
の
思
い
を
、
大
人
は
ま
じ

め
に
受
け
止
め
る
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
の
作
文
を
読
む
と
い
う

こ
と
は
、
子
ど
も
を
知
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
気
持
ち

を
分
か
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
に
向
き
合
お
う
と
す
る
こ

と
で
す
。

　

今
年
も
大
勢
の
小
中
学
生
が
、

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
一
生
懸

命
に
思
い
を
書
い
て
く
れ
ま
し

た
。

　

中
学
生
の
部
最
優
秀
賞
の
松
谷

未み

わ

こ

和
子
さ
ん
（
辰
美
中
三
年
）
は
、

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

運
動
」
と
題
し
て
、「『
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
』
は
、
ま
さ
に
あ

い
さ
つ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
と
人
が
声
ひ
と
つ
で
ふ
れ

合
っ
て
、
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
声
を
か
け
合
う
だ
け
で

明
る
く
な
る
。
す
べ
て
の
大
人
や

子
ど
も
が
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
を

心
が
け
た
ら
、
社
会
は
も
っ
と
明

る
く
な
る
し
、
い
や
な
犯
罪
や
虐

待
も
き
っ
と
な
く
な
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
父
も

母
も
『
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お

ば
さ
ん
運
動
』
に
参
加
し
て
い
ま

す
。」
と
書
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
最
優
秀
賞
の
伊
藤
彰あ

き
ひ
ろ浩

く
ん
（
沼
島
中
二
年
）
は
、
仲
た

が
い
を
し
て
い
た
友
と
仲
直
り
し

た
い
思
い
か
ら
何
度
も
あ
い
さ
つ

を
送
っ
て
い
る
う
ち
に
向
こ
う
か

ら
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
喜
び
を
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。「
僕
は
こ
の
時
に『
お

は
よ
う
』
の
た
っ
た
一
言
に
こ
め

ら
れ
た
思
い
を
少
し
分
か
っ
た
よ

う
な
気
に
な
り
、
大
変
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
島
の
人
た

ち
に
も
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
島
の

人
た
ち
に
も
大
変
仲
良
く
楽
し
く

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
毎
日
の
生
活
が
だ
ん
だ
ん
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」。
そ
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
や
自
殺
な

ど
の
事
件
が
多
発
し
て
い
る
原
因

に
思
い
を
寄
せ
、
地
域
や
学
校
、

家
庭
な
ど
で
の
人
と
の
つ
な
が
り

が
な
い
こ
と
、
少
な
い
こ
と
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
地
域

で
行
わ
れ
る
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
い

さ
つ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た

優
し
さ
や
親
切
さ
が
分
か
っ
て
き

ま
す
、
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
部
最
優
秀
賞
は
、

十そ

ご

う

ゆ

き

河
有
希
さ
ん
（
神
代
小
六
年
）

の
「
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
」
で
し
た
。
ど
の
子
ど
も
た
ち

も
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
、そ
し
て
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
心
を
込

め
て
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

（
最
優
秀
賞
は
、
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
『
か
け
は
し
』
に

掲
載
し
ま
す
）

25

ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ

起
こ
し
て
い
る
よ
う
で
、
自
然
現

象
で
片
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
大

き
な
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
取
巻
く
事
件
も
同
じ
で

す
。

　

昔
に
比
べ
、子
育
て
も
変
化
し
、

競
争
の
子
育
て
と
な
り
、
親
子
関

係
が
評
価
ば
か
り
す
る
関
係
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
親
は
命
令
で

は
な
く
生
活
の
中
で
少
し
ず
つ
教

え
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
初
め
て
の
子
育
て
は
学
ば

な
け
れ
ば
、
経
験
し
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
子
ど
も

と
一
緒
の
目
線
に
な
っ
て
、
の
ん

び
り
と
ゆ
っ
た
り
と
遊
び
ま
し
ょ

う
。

　

子
ど
も
の
能
力
を
高
め
る
こ
と

も
必
要
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人

と
関
わ
っ
て
心
の
豊
か
さ
を
育
む

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

最
近
、
異
常
気
象
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
ま
す
。
自
然
が
反
乱
を

 

心
豊
か
に
子
育
て
を
!!

「
明
る
い
社
会
は
あ
い
さ
つ
か
ら
」
小
中
学
生
の
作
文
よ
り

●人　口 54,406人（前月比－39人）
　（男）　 26,273人（前月比－14人）
　（女）　 28,133人（前月比－25人）
●世帯数 18,025世帯（前月比＋13世帯）

※平成17年9月1日現在

ま
ち
の
動
き

　

子
育
て
の
異
常

気
象
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
親
も

子
ど
も
と
一
緒
に

様
々
な
体
験
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

（
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
み
は
ら　

沼
田
陽
子
）

▼
左
右
を
確
認
し
、
手
を
挙
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う

　

（
三
原
健
康
広
場
で
の
交
通
安
全
教
室
）
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 （昼）9：00～16：30 （夜）19：00～22：30

10月２日（日） 柴 田 亮 平 医師 穀 内 勇 夫 医師

10月９日（日） 日 笠 久 美 医師 赤 池 賢 次 郎 医師

10月10日（月） 馬 部 樹 也 医師 渡 辺  　 優 医師

10月16日（日） 大 鐘 稔 彦 医師 大 森 弘 之 医師

10月23日（日） 福 原 正 博 医師 浦 瀬　　 巌 医師

10月30日（日） 前 田 昌 巳 医師 鈴 木 俊 示 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

10月の健康カレンダー

2005.10.1発行

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
3 月 老 人 い き い き 教 室   9:30～11:00 南淡福祉保健センター
4 火 病 態 別 健 康 相 談 10:00～11:00 灘開発総合センター
5 水 〃   9:30～11:00 南淡福祉保健センター
6 木 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 ふ く ら 荘

11 火
糖 尿 病 相 談   9:30～11:00

南淡福祉保健センター
ダ ン ベ ル 教 室 13:30～15:00

12 水 病 態 別 健 康 相 談   9:30～11:00 北阿万農村改善センター
13 木 ヘルシークッキング教室   9:30～12:00

南淡福祉保健センター
17 月 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30

20 木
沼 島 い き い き 教 室   9:30～11:00

沼島総合センター
愛 育 班 研 修 会   9:30～11:00
男 の 料 理 教 室   9:30～12:00 南淡福祉保健センター

27 木 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 仁 尾 荘
28 金 訪問リハビリテーション 16:00～17:00 阿 万 地 区

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所

3 月
成 人 健 康 相 談   9:00～11:30 緑老人福祉センター
ダンベル体操＆エアロビクス教室 13:30～15:00 緑保健福祉センター

4 火 中田老人クラブ健康相談   9:30～11:00 中 田 公 会 堂
5 水 い き い き 教 室 13:30～15:30 緑保健福祉センター

11 火
成 人 健 康 相 談   9:00～11:30 し づ お り 館
足元げんき教室午前クラス   9:30～11:30

緑保健福祉センター足元げんき教室午後クラス 13:30～15:30
12 水 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30
14 金 山添老人クラブ健康相談 13:30～15:00 山 添 公 会 堂

17 月
糖 尿 病 相 談   9:00～11:30

緑保健福祉センターダンベル体操＆エアロビクス教室 13:30～15:00
19 水 い き い き 教 室 13:30～15:30
21 金 広田上老人クラブ健康相談 13:30～15:00 広田上公会堂

25 火
足元げんき教室午前クラス   9:30～11:30

緑保健福祉センター足元げんき教室午後クラス 13:30～15:30
26 水 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
3 月 健 康 相 談 13:30～15:00 西淡保健センター

5 水 〃 13:30～15:00 湯 の 川 荘
6 木 〃 10:00～11:00 万 松 園

12 水
簡単・おいしいお菓子教室 10:00～12:00 松帆活性化センター
リ ハ ビ リ 教 室 13:30～16:00 西淡保健センター

13 木 健 康 大 学 10:00～11:00 万 松 園
17 月 ヘルシースリム教室 13:30～15:00

西淡保健センター
20 木 酒 害 教 室 13:30～16:30

26 水
ザ ☆ 男 の 料 理 教 室 10:00～12:00 松帆活性化センター
足 腰 お 達 者 教 室 13:30～15:00 湯 の 川 荘

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所

3 月
健 康 相 談   9:00～11:00

三原保健センター

転 ば ぬ 教 室 13:30
リ ハ ビ リ 教 室 〃

4 火 個別健康教室（ヘルスアップ教室）   9:00
6 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15

17 月
健 康 相 談   9:00～11:00
お 達 者 教 室 13:30

18 火 食生活改善教室＆男の料理教室 10:00
20 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15
21 金 個別健康教室（ヘルスアップ教室）   9:00

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成14年7月・15年1月生）

4 火 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 15年 7月生）
7 金 13:15 ～ 13:30

母親学級（前期） 13 木 13:30 ～ 14:00
コアラ教室 27 木   9:30 ～ 11:00

育児相談
（平成16年８月生・
平成17年３月生）

5 水 13:30 ～ 14:30 三原保健センター
6 木 〃 緑保健福祉センター
24 月 〃 西淡保健センター
24 月 〃 南淡福祉保健センター

１歳６か月児健康診査
（平成16年３月・４月生）

11 火 13:30 ～ 13:45 緑保健福祉センター
12 水 〃 三原保健センター
14 金 〃 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成16年 12月生）

18 火 13:30 ～ 13:45 西淡保健センター
19 水 〃 三原保健センター
21 金 〃 南淡福祉保健センター

４か月児健康診査
（平成17年６月生）

19 水 13:30 ～ 13:45 三原保健センター
25 火 〃 緑保健福祉センター
28 金 〃 南淡福祉保健センター

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師
10月 ２日（日） 奥 村 　 司 医師

10月 9日（日） 坂 口 実 奈 子 医師

10月10日（月） 村 上 龍 助 医師

10月16日（日） 平 山 　 毅 医師

10月23日（日） 三 根 一 乗 医師

10月30日（日） 植 村 幹 二 郎 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

※受診前に電話をおかけください（☎23ｰ2700）

※担当医は都合により変更になることもあります

献血のお知らせ
日 曜日 受付時間 場　　所

23 日 12：00～ 16：00 くつろぎプラザ「シーパ」

　

市
内
満
六
十
五
歳
以
上
の
方
等

を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
助
成
を
い
た
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の

「
か
ぜ
」
に
比
べ
て
気
管
支
炎
や
肺

炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化
す
る

こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ

の
た
め
、
流
行
前
の
十
月
〜
十
二

月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
受
け
て
お
く
こ
と
が
、
発
病
予

防
や
重
症
化
防
止
に
有
効
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種
予
診

票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
接
種
義
務
が
な
い
た

め
、
対
象
者
の
意
思
確
認
が
で
き

な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
接
種

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
助
成
内
容
）

◆
対
象
者

①
南
あ
わ
じ
市
に
住
民
票
の
あ
る

満
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
昭
和

十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
生

ま
れ
の
方
ま
で
）

②
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

方
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
も
し
く

は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
一
定
の
障

害
を
有
す
る
方

◆
実
施
期
間　

十
月
三
日
（
月
）

〜
十
二
月
末
日

※
年
末
は
医
療
機
関
の
休
み
に
注
意

◆
実
施
医
療
機
関　

島
内
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
個
別
接
種
受
託

医
療
機
関
（
要
予
約
）

◆
個
人
負
担
金　

一
〇
〇
〇
円

　

負
担
金
は
接
種
時
に
医
療
機
関

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
。

た
だ
し
申
込
時
に
「
生
活
保
護

受
給
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

（
申
込
方
法
）

◆
申
込
期
間　

十
月
三
日
（
月
）

〜
十
一
月
三
十
日
（
水
）

◆
必
要
な
物　

健
康
保
険
証
・
運

転
免
許
証
な
ど
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も

の
。
持
参
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
予
診
票
の
発
行
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
　

対
象
者
②
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
診
断
書
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
も

必
要
で
す
。

◆
申
込
先　

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
倭
文
支
所
、
西
淡
保
健

セ
ン
タ
ー
、
三
原
保
健
セ
ン

タ
ー
、
南
淡
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
、
南
淡
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
灘
連
絡
所
、
沼
島
出
張
所

※
土
・
日
・
祝
日
は
予
診
票
の
発

行
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
接
種
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

１０月は「骨髄バンク推進月間」です

　白血病、再生不良性貧血、先天性免疫不全
症などの血液難病は、以前は有効な治療法が
なく治りにくい病気でしたが、骨髄移植によ
り健康を取り戻せるようになりました。
　しかし、骨髄移植を成功させるためには、
患者さんと骨髄を提供してくれる方（ドナー）
の白血球の型（HLA 型）を一致させる必要が
あります。HLA 型が一致する確率は兄弟姉妹で４人に１人、それ以
外では数百人から数万人に１人とまれなため、骨髄移植を受けられな
い患者さんが少なくありません。
　今、骨髄移植を待ち望んでいる患者さんがたくさんいます。あなた
の勇気と少しの骨髄液が一人の患者を救うかもしれません。
■ 骨髄バンク登録受付日
　毎月第１水曜日　午後１時～午後２時３０分
　※待ち時間を短縮するため予約をしてください。
■ 受付場所・お問い合わせ
　洲本健康福祉事務所　☎２６－２０６８

高
齢
者
に
対
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
助
成

～ 一つの生命を救うために、あなたが出来ること ～

「いい歯の日」
口から始まる健康づくり

　あなたのお口の健康度を
チェックしましょう。
　※当日は南淡文化展も開催中
★日時
　11月 5日 ( 土 )
　午後 1時～ 4時 30分
★場所
　南淡公民館　３階講堂
★内容
　口腔検診、口腔疾患相談
　だ液検査、フッ素塗布
　口腔疾患展示
★主催
　南あわじ市歯科医師会、
　兵庫県歯科医師会、
　淡路県民局、南あわじ市
★問い合わせ
　健康課☎4４－３００４
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季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 
かぼちゃのそぼろ煮 （４人分）

　　　　【材　料】
　かぼちゃ　　　　４００ｇ
　だし汁　　　　　２５０cc
　砂糖　　　　　　小さじ２
　みりん　　　　　小さじ２
　薄口醤油　　　　小さじ２
・鶏ひき肉　　　　１６０ｇ
・しょうが汁　　　１かけ分
・ 薄口醤油　　　　小さじ1
・ 水溶き片栗粉
（水大さじ１：片栗粉小さじ１）

　　　　　　【作り方】
① かぼちゃはところどころ皮をむき、
食べやすい大きさに切る。
② 鍋に調味料と、かぼちゃは皮を下
にして入れ、火にかけ、落し蓋を
してやわらかく煮る。
③ かぼちゃを器に盛り、残った煮汁
に鶏ひき肉を入れる。しょうが汁、
薄口醤油を加え、再び煮、水溶き
片栗粉でとろみをつけ、かぼちゃ
にかける。

（エネルギー　169kcal、塩分0.9g）

まちを彩る花
公園島あわじ 

　

秋
の
彼
岸
の
こ
ろ
に
い
っ
せ
い

に
咲
く
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
は
、
別
名
マ
ン
ジ
ュ
シ

ャ
ゲ
や
シ
ビ
ト
バ
ナ
、
カ
ミ
ソ
リ

バ
ナ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

花
び
ら
が
そ
り
返
り
、
お
し
べ

が
長
く
飛
び
出
し
て
お
り
、
茎
に

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
と
い
う
毒
を
含
む

有
毒
植
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

市
内
で
は
、
田
ん
ぼ
の
畔あ
ぜ

や
道

端
な
ど
に
群
生
し
、
鮮
や
か
な
赤

色
が
の
ど
か
な
田
園
風
景
に
彩
り

を
与
え
、
秋
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

　

国
体
に
は
、
正
式
競
技
と
公

開
競
技
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行

事
（
以
下
「
デ
モ
ス
ポ
」）
が

あ
り
、
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
正

式
競
技
の
相
撲
、
公
開
競
技
の

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
芸

術
、
デ
モ
ス
ポ
の
少
年
相
撲
・

少
年
野
球
を
開
催
し
ま
す
。

　

正
式
競
技
の
相
撲
は
、

四
十
七
都
道
府
県
か
ら
選
手
・

監
督
約
七
百
人
、
公
開
競
技
の

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
約
百
三
十
人

が
参
加
予
定
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
芸
術
は
、
ス
ポ
ー

ツ
以
外
に
文
化
面
で
も
国
体
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、絵
画
・

写
真
展
を
実
行
委
員
会
で
は
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
デ
モ
ス
ポ
は
身
近
な
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
競
技
を
よ
り
一
層
普
及
す
る

た
め
に
地
域
の
方
々
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
で
き
る
行
事
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
南
あ
わ
じ
市
で

は
、
既
存
の
南
あ
わ
じ
市
少
年

相
撲
府
中
大
会
と
少
年
野
球
大

会
を
国
体
の
ひ
と
つ
の
行
事
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

み
ん
な
で
国
体
に
参
加
し
よ
う

と
い
う
意
識
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
デ
モ
ス
ポ
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
将
来
の
国
体
選
手
を

目
指
す
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た

ち
へ
と
成
長
し
、
ま
た
こ
の
大

会
が
良
い
思
い
出
と
な
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
大
会
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
国
体
に
参
加
し
よ
う

広報 

企
画
部
国
体
推
進

 

 

国
体
だ
よ
り　
第
９
号

▲来年、国体デモスポとして開催される「少年相撲府中大会」

▲田んぼの畔に咲くヒガンバナ（倭文）
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